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むつ市議会第２５６回定例会会議録 第２号

令和５年６月１６日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）14番 濵 田 栄 子 議員

（２）15番 佐 藤 広 政 議員

（３）12番 住 吉 年 広 議員

（４）２番 工 藤 祥 子 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は21人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

去る６月７日に開催されました民生福祉常任委

員会において正副委員長が決定しておりますの

、 。 、で ご報告申し上げます 委員長に野中貴健議員

副委員長に住吉年広議員が決定しておりますの

で、ご報告いたします。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

質問の順序は、抽せんにより濵田栄子議員、佐

藤広政議員、住吉年広議員、工藤祥子議員、杉浦

弘樹議員、浅利竹二郎議員、鎌田ちよ子議員、佐

賀英生議員、富岡直哉議員、東健而議員、野中貴

健議員、村中浩明議員の順となっております。

本日は、濵田栄子議員、佐藤広政議員、住吉年

広議員、工藤祥子議員の一般質問を行います。

◎濵田栄子議員

〇議長（大瀧次男） まず、濵田栄子議員の登壇を

求めます。14番濵田栄子議員。

（14番 濵田栄子議員登壇）

〇14番（濵田栄子） おはようございます。自民ク

ラブ、濵田栄子です。

質問に先立ちまして、このたび第19代むつ市長

にご就任されました山本知也市長には、心からお

祝い申し上げます。また、今後就任されると思い

、 、 、ます宮下知事とともに 連携を組み 市民の安全

安心のために励んでいただきたいと思っておりま

す。

それでは、むつ市議会第256回定例会におきま

して一般質問いたします。２項目について質問い

たします。

１項目めは、地域経済の活性化についてでござ

います。世界中の人々に大きな打撃と悲しみを与

えた新型コロナウイルス感染症も終息に向かい、

日常生活は徐々に平常に戻りつつあると思います

が、近年世界平和は大きく脅かされ、多くの人々

は不安な心を抱えて生活しているのではないでし

ょうか。戦争や紛争が一刻も早く終結することを

願ってやみません。

世界情勢を念頭に置きながらも、次の時代を見

据えた具体的な施策を足元から一手一手進めるべ

きと考えております。そのためには、我々がいま

一度この地域にどのような力があるのか、歴史を

ひもときながら、地の利を確認し、時代が今どの

方向に向かっていくのか、天の声を聞き、和をも

って進むべきと考えます。

かつてこの地域が県民力トップクラスの時代に

は、豊かな農林水産物に恵まれ、生鮮、または加

工して付加価値をつけ、発送し、外貨を稼ぎ、地

域経済の発展の大きな一翼を担ってきました。戦

後78年を迎えようとしている現在、大量生産、大

量消費の時代を過ぎ、永遠であろうと思っていた
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地域資源は、急激に減少しているように思われま

す。地域資源の回復は、次世代に対する責務であ

ると感じております。

一次産業の振興につきましては、むつ市議会第

248回定例会においても質問いたしております。

進捗状況も含めてお伺いいたします。

１点目の林業振興についてお伺いいたします。

林野庁の令和４年度森林・林業白書によります

と、近年の気候変動に対応した治山対策をテーマ

とし、森林の国土保全機能の回復に大きな役割を

果たしてきたこれまでの治山事業の取組と成果に

ついて紹介するとともに、近年の気候変動による

山地災害の激甚化、形態変化、気候変動等に対応

したこれからの治山対策等について説明しており

ます。

令和５年５月公表の最新の白書については、写

真や事例を交えながら、林野庁の担当者が分かり

、 、やすく 全国10ブロックで７月から８月にかけて

気候変動に応じた治山対策をテーマに説明会が行

われるようでございます。リモートでの参加も可

能のようでございますので、参加してご認識を深

めることも重要と考えます。

当地域の森林面積の約８割を占めます国有林の

在り方は、ＣＯ の吸収、水源の涵養、生態系の２

保全と漁業への影響はもとより、災害に対しても

甚大な影響を及ぼすことになります。市も共に認

識を深め、国の機関ではありますが、下北森林管

理署とともに情報共有し、森林保全と継続的林業

に取り組むべきと思いますが、これまでの国有林

における現状の認識と今後の関わりについてお伺

いいたします。

林業の２点目は、民有林における事業の現状と

今後の計画についてお伺いいたします。林業保全

活動を行っている緑の少・幼年団を含めた民間団

体の活動がありましたら、併せてお知らせくださ

い。

２点目の水産振興についてお伺いいたします。

今回は、沿岸域再生に絞って質問いたします。近

年地球温暖化による海流の変化や近隣の国々の漁

業振興等により、外海に面した漁業の形態はここ

数年ですっかりと変化しました。かつては大畑町

では、ジャンボ船と言われる500トンクラスのイ

カ釣り船は、ニュージーランドやペルー、アルゼ

ンチンなど海外の沖合に操業許可を得て漁に出か

けておりました。凍結船と言われる100トンクラ

スの漁船は、太平洋はハワイ沖、また日本海沖合

大和堆、北海道沖合武蔵堆等で操業し、操業と併

せて200海里の見張り役も果たしていたのではな

いかと想像いたしております。

当時は、大畑漁港においては、所狭しと係留さ

れていた大型船は姿を消し、現在は一本釣りの小

型船、底建網や伝統的漁法の定置網など、沿岸漁

業を中心に操業する漁船が主体となっておりま

す。

一昨年の豪雨災害は、民家への大打撃を与え、

地域の人々の命を脅かす状態が起きました。それ

とともに、川や海にも大きな二次被害を起こして

おります。大畑川下流域においては、土砂が堆積

し、沿岸域においても土砂の堆積が容易に予想さ

れます。土砂が堆積すると、藻が繁殖することが

できません。藻や海藻の繁殖域は、プランクトン

や小魚の揺り籠と言われております。大畑川流域

は、県条例でありますが、青森県ふるさとの森と

川と海の保全及び創造に関する条例の１号指定を

受けております。県の協力をいただき、海洋研究

機関、漁業団体、建設関係等、各種団体と連携を

取り、沿岸域再生プロジェクトチームを組み、沿

岸域再生と水産振興に取り組むべきと思います

が、考えをお伺いいたします。

３点目の農業振興について質問いたします。当

地域に限らず、日本全体が人口減少の状況が進ん

でおりますが、世界では爆発的に人口が増加し続
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けております。食料自給率40％前後で推移してい

る我が国の自給率向上に貢献するため、また地域

発展の一助となるためには、水産振興とともに農

業振興も欠かせない事業となっております。現在

トマト栽培のスマート農業の工場誘致が決まり、

振興状態にあると認識いたしておりますが、地元

農業者の育成支援はより重要な問題と捉えており

ます。

農業も多種多様であり、様々な施策があろうか

と思いますが、小規模でも無農薬栽培により付加

価値をつけた栽培方法、大豆や麦、菜種、ビート

など、広い農地に大規模に植栽し、生産性を上げ

る栽培方法など、どちらにしても就農を希望する

方に、また耕作農地を拡大したい方に農地を速や

かに貸し出しできる環境の整備が必要と思われま

す。

農業振興について２点お伺いいたします。１点

目はこれまでの農業生産高の推移と、そして２点

目は農地バンクの取組についてお伺いいたしま

す。

４点目の観光振興についてお伺いいたします。

新型コロナウイルス感染症も５類に移行され、今

後観光産業も活発化される兆しが見えてきまし

た。観光産業もまた外貨を稼ぐ産業であり、宿泊

業のみならず、地域の幅広い産業に波及効果があ

るものと思われます。全国的に知れ渡っておりま

す恐山、夜景100選に登録されているアゲハチョ

ウ、世界ジオパーク登録を目指す各地域のジオサ

イト、泉質の多種多様な温泉など、むつ下北の魅

力は、少しずつではありますが、全国に浸透しつ

つあると感じております。

今後は、分かりやすいアクセスの方法やインバ

ウンドに対応できる受入体制が必要と思われま

す。多言語対応の看板設置、パンフレット、接客

業においては指さし対応マニュアル等、携帯の翻

訳機能の無料アプリのダウンロード普及など、各

種団体に関係する企業等にご協力いただき、連携

し、地域全体でインバウンドに対応できる体制づ

くりに取り組むべきと思いますが、考えをお伺い

いたします。

地域振興について４点お伺いいたします。

次は、２項目めの魅力あるまちづくりについて

お伺いいたします。地域の方たちが歴史認識を深

、 、めることにより 地域に対する誇りと愛着を深め

自慢できることは、その地域の価値を高めてくれ

ると言われております。また、文化、芸術に触れ

ることは、時には傷ついた心を慰め、時には心を

浄化し、時には希望を感じ、鑑賞する人々の心を

より豊かにしてくれるのではないでしょうか。

魅力あるまちづくりにおいて、歴史、文化、芸

術の発信は欠かせないものと考えます。これまで

にも何度か質問してきましたが、資料館、美術館

のネット上での発信、または具体的な建設に向け

ての今後の予定、計画等がありましたらお知らせ

ください。

以上で壇上からの質問といたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 濵田議員のご質問にお答えい

たします。

私と宮下新知事の連携に対しまして、期待と激

励をいただきましてありがとうございます。

それではまず、地域経済の活性化についてのご

質問にお答えいたします。私は、むつ市政を預か

らせていただくに当たり、市民の皆様に未来に希

望をつなぐことをお約束いたしました。一次産業

の取組として、漁業、農業、畜産業を成長産業と

し、若者の定着を図ること、むつ市の資源である

緑の森と大地を生かし、ゼロカーボンシティを図

ること、そしてスマート農業を推進することを掲

げ、県内一広い大地、そして森林を有し、夏季は

短く温暖で、冬季は降雪期間が長い気象条件、三
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方を海で囲まれ、北は津軽海峡を望み、西に平舘

海峡、南に陸奥湾を抱くこのむつ市という大きな

フィールドで、農業、林業及び水産業のそれぞれ

の振興を目指してまいります。

ここ数か月でも、先端技術を使ったスマート農

業に取り組む大規模なトマト工場の着工、脇野沢

蛸田漁港内で試験養殖が行われているサーモンが

明日には初の水揚げになることなど、大きく前進

しております。一次産業に新しい芽が生まれまし

た。このような成果が現れ始めています。私は、

そこに大きな成長への期待を感じています。この

芽生えた事業を定着させ、より一層発展させてい

くこと、そして一次産業の新たな担い手を確保す

るという課題にも対峙してまいります。

また、観光業の取組としては、地域の文化を生

かした広域観光の拡大支援を掲げ、下北ジオパー

クを核とした広域周遊観光と滞在型観光のコンテ

ンツを磨き上げ、強力に発信することで、インバ

ウンドをはじめとした国内外の旅行客に選ばれる

地域となり、観光業が地域経済を大きく牽引して

いくと考えております。

一次産業及び観光業の活性化は、地域経済の活

性化そのものであり、情熱を注ぎ、積極果敢に取

り組み、未来に希望をつないでまいりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

具体につきましては、担当部長からの答弁とさ

せていただきます。

次に、魅力あるまちづくりについてのご質問に

、 。つきましては 教育委員会からの答弁となります

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 濵田議員の魅力あるまちづ

くりについて、歴史、文化、芸術の発信について

のご質問にお答えいたします。

インターネット上での発信につきましては、現

在むつ市文化財収蔵庫収蔵物のデータベース化を

進めており、文化財の公開の在り方等について研

究しているところであります。

むつ市総合経営計画後期基本計画においても、

文化財を保護、活用し、核となる施設として歴史

民俗資料館の設置を検討することとしております

ことから、今年度当市が所蔵するものと同様の文

化財を展示、収蔵しております他地域の施設を視

察する予定であります。

魅力あるまちづくりにおいて、歴史、文化、芸

術を発信するため、引き続き調査研究し、関係部

局と協議してまいりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 地域経済の活性化につい

てのご質問の１点目、林業振興についてお答えい

たします。

当市の国有林に対する現状認識といたしまして

は、東北森林管理局が策定した下北国有林の地域

別の森林計画において、伐採後２年以内の再造林

を原則としていることから、市では下北森林管理

署が開催する実地研修会等に可能な限り参加し、

造林地を視察するなど、計画に基づいた事業の実

施状況を確認しております。

市といたしましては、このような現地視察や意

見交換等を通じ、計画に沿った森林整備や治山事

業など、森林の多面的機能が発揮される事業が実

施されていると認識しております。

今後につきましては、国有林の視察や意見交換

等を通じ、国有林の整備状況の確認と林業振興に

係る知識の習得に努めてまいります。

次に、民有林の事業の現状についてであります

が、市では経営管理が行われていない私有林につ

いて、森林所有者から経営管理を受託、または林

業事業者へ再委託する森林経営管理事業に令和元

年度から取り組んでおります。

進捗といたしましては、令和元年度と令和４年
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度に脇野沢地区の森林経営管理に関する意向調査

を実施しており、市に森林経営管理を委託するこ

とを希望する森林面積は、およそ80ヘクタールと

なっております。今年度につきましては、委託を

希望された脇野沢地区の森林の現地調査と大畑地

区の私有林、およそ510ヘクタールについての意

向調査を予定しておりまして、準備を進めており

ます。

、 、次に 民間団体との連携についてでありますが

今年度も２団体の皆様と植樹イベントを実施する

こととしており、川内町漁業協同組合が主催する

「漁師の森植樹祭」と、ＮＰＯ法人ｇｒｅｅｎ

ｄｅｓｉｇｎが主催する「こどもたちとつなぐ未

来の森プロジェクト」に対し、市有林の一部を植

樹用地として用意しているほか、イベントの準備

を一緒に行うこととしております。例年植樹イベ

ントには、多くの市民の皆様が参加され、また近

隣の小学校や下北地域県民局のご協力により、小

学生を対象とした森林教室が実施されており、森

林環境の保全に対する意識向上の一翼を担ってい

るものと考えております。

また、市が事務局を務めるむつ市緑化推進委員

会では、緑の少・幼年団等の活動に対し、助成金

を交付し、活動を支援しております。

市といたしましては、今後も国や県、森林関係

団体、そして市民の皆様と連携しながら、むつ市

の豊かな森林を守るべく、持続可能な林業の振興

に努めてまいりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

次に、ご質問の２点目、水産業振興についてお

答えいたします。当市の漁獲量につきましては、

地球温暖化に伴う海流や海洋環境の変化等、様々

な要因によって減少傾向にありますが、その要因

の一つには沿岸域における藻場の減少も影響して

いるものと考えております。

ご提案いただきました沿岸域再生プロジェクト

チームにつきましては、同様の考えに基づき、青

森県が主体となり、市町村、有識者、漁業協同組

合、漁業者などにより構成する協議会が設置され

、 、ており 青森県沿岸全域の藻場ビジョンを作成し

中長期的な目標を定めて取り組んでいるところで

。 、あります この藻場ビジョンに基づく対策の実施

モニタリングの実施、計画の見直し等の対策の推

進に当たっては、藻場ビジョン協議会においてハ

ード整備及びソフト対策の進捗状況等の情報共有

を図っているほか、検証、評価を行い、効果的な

事業の展開を図っていると認識しております。

具体的な対策といたしましては、青森県が令和

３年度におきまして、佐助川沖及び正津川沖の水

深10メーターまでの海底に昆布の繁茂やヤリイカ

等の産卵の場となるコンクリート製ブロック

234個を設置し、沿岸域の藻場を造成しておりま

す。市といたしましては、藻場ビジョン協議会の

構成員として、関係者と一体となって沿岸域の再

生を進めてまいりたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の３点目、農業振興についてお答

えいたします。農林水産省が公表している市町村

別農業産出額によりますと、令和３年度における

当市の農業産出額は約30億円となっており、ここ

数年は微増で推移している状況であり、要因とい

たしましては新規就農や経営規模の拡大による作

付の増加によるものと考えられております。しか

しながら、高齢化や後継者不足による農業者の減

少、それに伴う耕作されない土地の増加は継続的

な課題であると認識しております。

、 、このような諸課題に対応するため 農地の集積

集約化や農業への新規参入の促進等を図ることを

目的として、農林水産省が平成26年度に創設した

のが農地バンクと言われております農地中間管理

機構でありまして、農地を貸したい方と借りたい

方を仲介する農地中間管理事業に取り組んでおり
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ます。青森県におきましては、公益社団法人あお

もり農業支援センターがこの業務を担っており、

その一部を市が受託し、事業の周知、相談、農地

の出し手や受け手との交渉、賃借契約締結等の事

務を行っております。

本制度の開始により、全国的に農地の集積、集

約化が一定程度図られておりますが、さらなる促

進を図るため、農業経営基盤強化促進法が改正さ

れ、本年４月から施行されております。この改正

では、将来の地域農業の在り方を示した計画とし

て、当市においても作成、公表しています人・農

地プランを基に、農地の将来像を明確化した目標

地図を加えた地域計画を令和６年度末までに策定

することが法制化されております。

これを受け、市では農地の出し手と受け手への

意向調査を実施し、地域の農業者による話合いの

結果を反映させた目標地図を作成することとして

おります。市といたしましては、目標地図の作成

を地域ごとに進めていくことにより、新規就農や

規模拡大を希望する方に対して円滑に農地を貸付

けできる体制を構築し、農業の振興に努めてまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

ご質問の４点目、観光振興についてお答えいた

します。まず、インバウンドのこれまでの主な取

組についてでありますが、市及び観光関係事業者

等が進めている取組といたしましては、下北ジオ

パークや北の防人大湊などの観光地を英語を含む

多言語で紹介するウェブサイトの構築や、リーフ

レットなどの作成を行っているほか、旅行会社や

国内外のインフルエンサー等を招聘したモニター

ツアーを実施するなど、外国人旅行者に対応する

情報発信に努めております。

また、現地を訪れた方々への対応といたしまし

て、英語を併記したジオサイトの解説看板を設置

しているほか、下北観光案内所と安渡館につきま

しては、日本政府観光局より外国人観光案内所と

して認定を受けているなど、観光案内機能の向上

にも努めております。

さらに、一般社団法人しもきたＴＡＢＩあしす

とが観光地へのアクセスやグルメ等を多言語で紹

介するパンフレットを作成しているほか、小規模

な宿泊施設におけるインバウンド受入体制の構築

を支援してきたところでございます。

今後の取組といたしましては、外国人旅行者の

利便性や満足度を向上させるため、観光地までの

アクセス情報等を直接旅行者のスマートフォン等

へ配信する観光ＤＸの導入を検討するなど、イン

バウンド受入環境の充実を図ってまいりたいと考

えております。

また、市民の皆様へのインバウンドに対する理

解促進と関係人口の増加を図るため、先月実施い

たしましたＡｏｍｏｒｉ Ｇｌｏｂａｌ Ａｄｖ

ａｎｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ2023の短期留学プログ

ラムのように、市民の皆様にも受入側として参加

していただけるようなプログラムづくりを進める

とともに、全国のインバウンドの取組事例を参考

にしながら、翻訳アプリや指さしコミュニケーシ

ョンなどのコミュニケーションツールや、インバ

ウンドに役立つ各種情報を市民の皆様へ提供して

まいりたいと考えております。

新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移

行に伴い、観光業の成長及び地域経済の活性化が

期待されますことから、地域の魅力を全国、世界

へ発信し、稼げる観光地域を目指してまいりたい

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） 前向きなご答弁、ありがとう

ございます。

そんなに際どい再質問はないと思いますけれど

も、前にも、歴史、文化、芸術の発信については
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これまで何度も質問してきて、今一歩進んできた

のかなと。そういう施設の情報収集等に取り組ん

でいらっしゃるということですので、しっかりと

末永く愛される施設にしていただきたいなと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

そして、観光施策ですけれども、団体さんでい

らっしゃるときは何とか対応ができるようですけ

れども、先般シンガポール大学の生徒さんがいら

したときに、少しお話しする機会がありまして、

もしこちらに単独で来るとき、やっぱり少し分か

りにくい、アクセスの方法とか。今回来られた方

たちは日本に興味がおありで、日本語は十分お話

しできていましたけれども、そうでない方たちが

来たときのこちらの対応というか。東京でさえも

そんなにまだ、国際都市とは言われながら、海外

の方の話を聞きますと、一部の方ですけれども、

英語がこんなに通用しない国だと思わなかったと

いう方もいらっしゃいました。

ですので、我々が今インバウンドということを

進めるに当たって、子供たちだけが今英語を学ぶ

というのでなくて、地域全体が受入体制をしっか

りつくっていく必要があると思うのです。先ほど

部長もおっしゃいましたけれども、翻訳機能、私

もこれを使うことによって、大分海外の人とお話

しするときに楽になりました、英語をほとんど話

せないほうですので。ですから、そういうことの

普及というのを、電話会社の皆さんにお話ししな

がら、携帯の切替えのときはご紹介してもらうと

か、それから先ほどの指さし対応マニュアルにつ

いて、まずは多くの方をお店の方たちが一番対応

しますので、早速商工会議所等とお話しして、つ

くっていただきたいなと思うことと、タクシー会

社の方もそうですし、そういった受け入れるとき

の体制づくり、ただ発信だけでなく、我々の体制

づくりを一歩も二歩も進歩させ、ここにはすばら

しい観光の名所がありますので、ここに来れば話

も通じると、そういう地域につくり上げていきた

いなと思いますので、そのことに対して市長、ど

ういうお考えかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） 濵田議員からのご指摘は、ア

クセスの問題とコミュニケーションの問題であっ

たと思いますけれども、まずは下北観光案内所と

安渡館については、先ほど答弁しましたとおり、

日本政府観光局より外国人観光案内所として認定

を受けておりますので、まずはこちらに来ていた

だいて、案内をさせていただくということが大事

なのかなと思っております。もう一つには、一般

社団法人しもきたＴＡＢＩあしすとにおきまし

て、観光地へのアクセスやグルメ等を多言語で紹

介するパンフレットを作成しておりますので、そ

ちらで紹介させていただいて、まずは外国人観光

客につきましてはそちらに来ていただいて、この

パンフレット等を活用してアクセスの問題を解消

していきたいと思います。

また、翻訳アプリにつきましては、先般陽明中

学校の皆さんがいらっしゃった際に、議長と一緒

に参加をさせていただきましたけれども、私自身

も翻訳アプリを使って、海外の皆さんとお話をす

ることができましたので、この翻訳アプリは市民

の皆さんにしっかりと伝えていきたいと思いま

す。先ほどこちらも答弁で申し上げましたけれど

も、シンガポール大学の皆さんが来たときに、こ

れは市民の皆様にも受入側として参加していただ

きました。こういった活動の中で、やはり全ての

市民の皆さんが英語を話せるわけではありません

ので、翻訳アプリですとか、そういったコミュニ

ケーションを市民の皆様に取っていただけるよう

な活動をこれからも展開してまいりたいと思いま

す。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） ありがとうございます。今陽
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明中学のお話も出ましたけれども、ジオパークで

は台湾との交流関係も結んでおりますので、英語

だけでなく、そういったものも翻訳アプリであれ

ば十分に使えると思いますので、すぐできて、お

金のかからない施策ですので、進めていただけれ

ばなと思います。

それから次に、林業について、これまでとほぼ

同じようなご答弁ですが、今日実は国有林の研修

が行われているはずでございます。筋刈りと、そ

れからコンテナ苗ですか、私も参加したかったの

ですけれども、今日はこういうことでできません

でした。コミュニケーションをしっかり取って、

現状をこちらとしても、それは国の事業だから国

にお任せではなくて、やっぱり国道が不便であれ

ば、我々も要望活動するわけですから、国ともし

っかりそこのところ、状況を把握。人数も少ない

ので、大変だと思いますが、情報共有をしっかり

進めていただきたいなと思います。

森林管理署のほうも、お話しすれば、例えば川

内とか大畑の遊歩道のパンフレットまで作ってく

ださったり、森林・林業基本法、森林・林業白書

の中でも様々な森に対する施策がなされておりま

す。ただ伐採とか、いろんな林道の作設とかでな

くて、そういうこともやっぱり機能しているのか

なと。環境税も導入されてきますので、国有林に

も予算を投入できるという時代になりました。か

つては独立採算制で、国有林は大きな赤字を抱え

ていて、白神山地のように世界遺産に登録してい

れば保全活動等もできましたけれども、地域に対

しては保全ができないという時代がずっと続きま

した。ただ、今はそういう時代ではありませんの

で、しっかりと把握して、チームを組んで、どう

していけばいいのか。我々はここに住み続けなけ

ればなりません。国有林の方たちは、転勤族の方

が多いですので、仕事を終えればよその地域に行

くということですので、我々がしっかり地域の現

状を把握して、ちょっとよくないなというところ

はお願いするとか、そしてまた林業ももちろん守

っていかなければならないので、持続可能な林業

のために、チームで連携を取っていただきたいな

と思います。会合があったとしても、担当課１人

とか２人とかで行って、なかなか大きく発言でき

ない部分もありますので、林業とか森林保全に対

しては市長もとても思いのある方ですので、トッ

プ会談等されてもいいと思います。そこはまたお

願いします。

それから、今回森林の啓蒙活動としては、漁師

の森づくりとか、ｇｒｅｅｎ ｄｅｓｉｇｎとの

連携ということですけれども、そのほかの、地域

の中にそういったＮＰＯの団体等はないのか、お

知らせください。

、 、それからまた 要望とか問合せはなかったのか

お知らせください。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 森林活動をされている市

内の団体ということでありますが、先ほど答弁で

、 、も申し上げたのですけれども 少・幼年団のほか

町内会の皆様も積極的に植樹をされているという

ことで、そちらのほうにも市としましても支援し

ているというところでございます。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） ありがとうございます。私も

実はかつて森林・環境サポート大畑というＮＰＯ

に所属していたときがありまして、植樹活動や森

を守るという活動をしてきました。そのときに一

緒に、ＧＥＭＢＵというＮＰＯもあったのですけ

れども、そういった、ほかのＮＰＯとの活動等は

見当たらないのか、申込み等はないのか。今はｇ

ｒｅｅｎ ｄｅｓｉｇｎさんと川内漁協さんとい

うことですよね。これは、広く普及活動をお願い

したいと思いますけれども、地域ごとにやってい

くということはないですか。今年は岩手県でした
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か、全国植樹祭が行われたのは。いずれ青森県に

も全国植樹祭の当番が来ようと思います。環境整

備も必要だと思いますので、全体的なバランスの

いい地域の植樹活動というのを考えてもいいのか

なと思いますけれども、どのように思いますか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） 民間団体との連携ということ

になりますけれども、もちろんＧＥＭＢＵさんと

もこれからもやってまいりたいと思いますし、も

う一つには緑の幼年団、少年団がありまして、こ

、 、 、ちらは よしのこども保育園の緑の幼年団 あと

むつ市緑の少年団、大畑小学校緑の少年団、様々

な民間団体とか、子供たちも含めて植樹活動に参

。 、 、加いただいております もう一つには 先ほど来

国有林の皆さんとの連携という話もありましたけ

れども、こちらにつきましても、私自身も国有林

に係る事業等につきましては、毎年４月に下北森

林管理署の職員が来庁して、森林整備や治山事業

等の当年度の事業計画の概要を説明していただい

ております。四半期ごとに下北森林管理署長と市

長とが面談して意見交換もさせていただいており

ますので、担当職員だけではなくて、トップ同士

で会談させていただいて、これからの下北の森林

をどうしていけばいいのかということもやらせて

いただいております。濵田議員もこれまでも森林

の整備に大変ご協力いただいていますし、私自身

もライフワークとしてやらせていただいておりま

す。先ほど冒頭で今日、コンテナ苗の研修がある

とおっしゃっておりましたけれども、そちらのコ

ンテナ苗の生産性向上だったり、活着率の向上だ

ったり、様々そういったところにも私自身も興味

を持っていますし、全国植樹祭に向けても、私自

身も青森県でやれば、この下北は85％が森林であ

りますので、こういったところからもむつ市で開

催できないか検討してまいりたいと思いますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） ありがとうございます。森林

に対する思いは、私も市長と同じだなと思ってお

りますので、そこは信頼しております。また、若

くて行動力も体力もありますので、何とか現場に

もたまには行って、見ていただきたいなと思いま

す。

もう一点、先ほど申し上げましたけれども、国

の施策について、ズーム会議等で参加する予定は

ないのか、お聞きいたします。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 森林管理署が実施する研

修会ということでお話ししますと、今年もまた、

今日をはじめ、今後もまた開催されるというふう

なお話は受けておりますので、できる限り参加す

るということで考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） ありがとうございます。もち

ろん森林管理署の講習会等に参加することは大切

ですけれども、国の施策と現場がちぐはぐな部分

もたまにありました、これまでは。ですので、や

はり国の施策をこちらがしっかりと認識して、そ

れをもって現場の森林管理署と対応するというこ

とも大切ではないかなと思います。時代は本当に

変革の時代を迎えていますので、そういったこと

も捉えて、現場は現場だけでなく、国策はどうな

のだろう、国策のとおり地元はいっているのか、

というふうな感覚を持って、対応していただきた

いなと思いますので、そこはよろしくお願いいた

します。

次に、農業についてですけれども、令和３年度

の生産高だけを、30億円ということで、想像して

いた以上だなと思って、ちょっと安堵しています

けれども、前後が分かりませんので、その以前の

分は分かりますでしょうか。
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〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

令和２年度におきましては27億7,000万円ほど

となっております。それから、令和元年度は27億

1,000万円 平成30年度は29億2,000万円 平成29年、 、

度は28億2,000万円というような推移となってお

ります。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） 耕作面積についての変動等は

分かりますでしょうか。分からなければ、よろし

いです。これ通告していませんでした。金額だけ

通告していましたので。分かりますでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

（ ） 、〇経済部長 立花一雄 耕作面積につきましては

ちょっと詳細なデータは持ち合わせていなかった

です。すみません。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） 農地バンクの質問を出してお

きましたので、データ等も出るかなと思って、今

質問いたしました。

どちらにしても、しっかりと把握して、耕作放

棄地がどれくらいあるのかというのことを、これ

から令和６年度までは国の方針でやらなければな

らないということでしたので、速やかにお願いし

たいと思います。地元農業者を育てるということ

も、とても大事だなと思っています。一昔前は、

事業者はほとんど、この地域の方たちが創業者で

あることが多かったので。農地を借りたい人、ま

た新規就農者が農地を借りられるような、スムー

ズな対応ができるようによろしくお願いしたいと

思います。

それから、水産業についてですけれども、少し

時間なくなりましたけれども、佐助川地区と、そ

れから正津川地区に対して、テトラとか、そうい

ったものを入れているということでした。木野部

海岸は有名ですので、ご存じだと思いますが、先

般もちょっとお話ししたのですけれども、藻場の

形成に対して、広く藻場が形成される、今技術革

新というのが物すごくスピーディーなのです。昨

年横浜のうみ博に行きましたとき、前にも申し上

げましたけれども、掘削した泥と、それから鉄を

精製するときに出るくずを混ぜて、コンクリート

のようなものを作って、沿岸域でまくと藻場の速

やかな形成ができていくということが話されてい

ました。大手建設会社です。先ほど建設会社を入

れましたのは、恐らくそういう情報も取れるので

はないかなということでお話ししてみました。で

すから、関係者としっかり連携を組みながら、も

ちろん沿岸域は県の管轄ですので、ここ独自にど

うだこうだということはないのですが。ここの沿

岸域によって、我々の生活そのものが左右されて

くるわけで、資源が増えるか減るかは地域の大き

な生活に関わってくることですので、やっぱり沿

岸域の再生に対して、連携を取りながら主導権を

取って、こうしてほしいのだというようなことを

提案していくということなのですけれども、その

辺のことについてはどのように考えますか。今ま

での手法と、こういうこともあるのではないか、

、 、新たな技術はないのですか というような提案は

やっぱりこちらがその情報というか、知識を持っ

ていないと提案の仕方もないですよね。どのよう

に考えますか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） 濵田議員から冒頭ご提案いた

だきました沿岸域再生プロジェクトチームにつき

ましては、これと同様の考えに基づきまして、青

森県が主体となりまして、市町村、有識者、漁業

協同組合、漁業者等により構成される協議会が、

津軽海峡藻場育成協議会という形で、既に協議会

が設置されておりまして、こちらには有識者も入

って、藻場の形成に向けて協議をしております。

そして、これまでの手法といいますと、むつ市
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におきましては地域総合経営計画におきまして、

ＰＤＣＡサイクルを回してやっていくというふう

に申し上げておりますけれども、これに加えて、

むつ市総合経営計画の後期計画におきましては、

ＯＯＤＡループという新しい手法を用いて、これ

、 、 、はＯｂｓｅｒｖｅ Ｏｒｉｅｎｔ Ｄｅｃｉｄｅ

、 、 、 、 、Ａｃｔ 観察 判断 意思決定 実行という形で

素早く適切な意思決定をできる形で今むつ市では

取り組んでおりますので、今までＰＤＣＡでプラ

ンをつくって、実行して、チェックして、改善し

ていくという形でやっておりましたけれども、こ

れからのむつ市はＯＯＤＡループも活用しなが

ら、判断をして、実行していく、そういった形で

地域の皆様とともに、漁業者の皆様、専門家の皆

様の意見を反映しながら、藻場形成にも取り組ん

でまいりたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） 14番。５分前ですので、まと

めてください。

（ ） 。 。〇14番 濵田栄子 はい ありがとうございます

今回、地域経済の活性化につきましては、資源を

増やす、資源があれば、それに付加価値をつけて

出荷して、外貨を稼ぐことができる。また、観光

業についても、やっぱり外貨を稼いでいくという

ことで、我々は商業、商店というのはどうしても

販売して利益を得るわけですけれども、私も小さ

なあきんどをしていますけれども、やっぱり仕入

れたものを中央やほかにお金を送ってやる。地域

の方からもらったお金を送り出す。でも、地場産

業は、よそからお金を持ってくる。これを、むつ

市を一つの家庭と考えたときに、やっぱり稼ぎ頭

をしっかり支えていくということが大切ではない

かなと思います。

また、国有林は国策によって、別に我々の予算

をつけなくても、国策として予算を持ってきてい

ただいて、雇用を守っていただけるということで

すので、認識をやっぱりしっかり持って、こちら

が提案していく、ただお話を聞くだけでなく。技

術はどんどん変わっていますので、そういうこと

が必要ではないかなと思って、今回質問に立ちま

した。

確かに少子化対策、たくさんの足元の施策も大

切ですけれども、やっぱりきちっとしたここに働

く場所という、安定したものをつくらなければ、

なかなかこのまちを守っていくこともできないの

ではないかなと思って、今質問いたしました。

様々な観点で前向きなご答弁、本当にありがと

うございました。これで質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） これで、濵田栄子議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午前11時10分まで暫時休憩いたします

午前１０時５６分 休憩

午前１１時１０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎佐藤広政議員

〇議長（大瀧次男） 次は、佐藤広政議員の登壇を

求めます。15番佐藤広政議員。

（15番 佐藤広政議員登壇）

〇15番（佐藤広政） こんにちは。自民クラブ、佐

藤広政です。通告に従いまして一般質問を行わせ

ていただきます。市長、理事者の皆様には、明確

なご答弁をよろしくお願い申し上げます。

まずは、山本市長におかれましては、さきの市

長選においてのご当選、誠にお祝いを申し上げま

す。また、前市長であります宮下宗一郎青森県知

事、まだ就任しておりませんが、しっかりとタッ

グを組んでいただき、むつ下北にご尽力いただき

たいと思います。

「 。 、 。」軌跡を未来につなぐ そして 新しいまちへ
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のスローガンの下、６つのポリシー、政策36項目

を提言されておりました山本市長。その中の３項

目、４点についてご質問をさせていただきます。

１点目は、子育て行政についてお尋ねいたしま

す。子供たちの成長と教育への徹底投資として、

６項目の政策を提示されておりますが、その中の

（ ）子どもオンブズパーソン 子どもの権利擁護機関

の設置について、市長のお考えをお伺いいたしま

す。

２点目は、多様な子供たちのニーズに対応でき

る包括的な居場所づくりと支援の充実についてお

伺いいたします。

続きまして、自衛隊との関わりについてご質問

させていただきます。２項目めの国防の要である

自衛隊の隊員、家族、ＯＢと地域をつなぐについ

てお伺いいたします。以前、一般質問でも関わり

について質問をさせていただきましたが、市長の

政策の中にもあり、大湊基地艦艇勤務をしている

現役自衛官の息子２人を持つ親として、関心を持

たざるを得ない問題であります。市長のお考えを

お伺いいたします。

、 、 。続きまして ３項目め １点お伺いいたします

本年度は休止しております下水道事業であります

が、市長の政策集には、現段階よりさらに休止を

推し進めるような表現で記載されておりました。

下水道事業休止と災害に強い浄化槽の設置等によ

る災害対策の充実についてお伺いいたします。

以上、３項目、４点を壇上からの質問とさせて

いただきます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 佐藤広政議員のご質問にお答

えいたします。

宮下新知事と強固なタッグを組んで、むつ市政

を前に進めるべく、まず子育て行政についてのご

質問の１点目、子どもオンブズパーソン（子ども

の権利擁護機関）の設置についてお答えいたしま

す。私は、市長選挙に当たり、子供たちの笑顔こ

そが明るいむつ市の未来につながると信じ、その

実現に向けて挑戦することを市民の皆様にお約束

いたしました。

また、去る５月12日開会のむつ市議会第165回

臨時会における施政方針におきましても、全ての

子供たちの笑顔のために、本気で地域のことを思

い、地域を何とかしなければいけないとして、６

つの政策の筆頭に子供たちの成長と教育への徹底

投資を挙げたところであります。

子供たちの笑顔のために何が必要か、その大前

提にあるのは子供たち一人一人の権利を守ってい

くことであると認識しております。

平成元年の国連総会で採択された子どもの権利

条約には、18歳未満の子供を権利を持つ主体と位

置づけ、大人と同様、一人の人間として人権を認

めています。また、成長の過程で年齢に応じた特

別な保護や配慮が必要なため、子供たちならでは

の権利を定めている条約であり、日本は平成６年

に条約を批准しております。子どもの権利条約に

は、一般原則として、生きる権利、育つ権利、守

られる権利、意見を表明し、参加する権利の４つ

の子供の権利を守ることが定められています。こ

れらの権利が完全に保障されることが、子供たち

の笑顔のため必要不可欠な要件であり、極めて重

要であります。

子どもオンブズパーソンは、子供の権利の侵害

に関する相談及び救済に取り組み、もって子供の

権利を実現する社会をつくることを目的として、

子供の権利が広く保障されるよう、様々な取組を

行う第三者的機関であります。子供は、その発達

、 、段階にあることから 特に人権侵害を受けやすく

弱い立場にあります。子供にとっては、自分の権

利侵害に対する救済を求めるために裁判などに訴

えることは困難な上、自分の権利を保護してくれ



- 25 -

る機関へのアクセスも一般的に限られています。

また、子供は選挙権を有しておらず、子供に関わ

る政策を決めるプロセスに参加することが難しい

状況にあります。このように弱い立場にある子供

の権利を守るために、子どもオンブズパーソンは

重要な役割を果たします。

私は、むつ市の子供たち一人一人が一人の人間

として生きていく上で必要な権利が保障されるよ

う努めていかなければならないという強い思いか

ら、子どもオンブズパーソンを設置すべきと考え

ており、今後設置に向け、前向きに検討してまい

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、子育て行政についてのご質問の２点目、

多様な子供たちのニーズに対応できる包括的な居

場所づくりと支援の充実についてお答えいたしま

す。子供の居場所は、子供が過ごす場所、時間、

人との関係性、全てが居場所となり得るものです

が、子供自身が居場所であると感じられるかどう

かが重要であると考えております。

また、様々なニーズや特性を持つ子供が、それ

ぞれの居場所において、安全、安心に学びや体験

活動に参加できるように、まずは子供たちの声を

聞き、ニーズや不安、悩み等について把握するこ

とが必要であると考えております。

子供たちの声を聞くための具体的な方法等につ

きましては、こども議会の活用も含め、今後検討

を進めていくこととしておりますが、その結果及

び子供たちを取り巻く環境、課題等を総合的に勘

案し、子供たちにとってよりよい居場所づくりや

必要な支援等につなげてまいりたいと考えており

ます。

未来を担う子供たちが自分の夢や志の実現に向

け、笑顔で進んでいけるように支援してまいりま

すので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、自衛隊との関わりについてのご質問につ

いてお答えいたします。自衛隊は、明治35年の海

軍大湊水雷団創設以来、最も重要な連携先の一つ

と考えております。私が市長に就任してからの自

衛隊との連携についてご報告いたしますと、就任

直後の４月25日に大湊地方総監へご挨拶に伺い、

翌26日には大湊地方隊春の集いに出席し、自衛隊

関係者の皆様と交流を深めました。５月13日には

護衛艦「ひゅうが」の見学会に参加し、30日には

大湊基地70周年・むつ地域事務所50周年記念事業

の一環として行われましたドローンによる人文字

撮影にも参加しております。さらに、去る６月９

日には大湊地方隊と下北ジオパーク推進協議会に

おいて、下北ジオパークに関する包括連携協定を

締結し、下北ジオパークと海上自衛隊の理解促進

及び相互連携による地域振興を図ることとしてお

ります。

今後におきましても、歴代市長が築き上げてま

いりました自衛隊との関係を継続するとともに、

良好なつながりを築いてまいりたいと考えており

ますので、ご理解賜りたいと存じます。

なお、これまでの市と自衛隊との支援、連携に

つきましては、担当部長からの答弁とさせていた

だきます。

次に、下水道事業についてのご質問、下水道事

業休止と災害に強い浄化槽の設置補助等による災

害対策の拡充についてお答えいたします。去る令

和５年２月１日の定例記者会見において、宮下前

市長が将来的な財政負担の増大等を要因として、

公共下水道整備の方針転換について決断し、むつ

市公共事業再評価委員会に答申を求め、方向性を

判断する旨、発表いたしました。

前市長の政策や思いを引き継いだ私といたしま

しても、現在整備済みの下水道施設については今

後も有効に利用してまいりますが、新たな下水道

の整備については、むつ市公共事業再評価委員会

の答申を踏まえて判断してまいりたいと考えてお

ります。
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詳細につきましては、公営企業管理者からの答

弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 公営企業管理者。

（村田 尚公営企業管理者登壇）

〇公営企業管理者（村田 尚） 下水道事業につい

てのご質問にお答えいたします。

まず、下水道事業の休止に至った要因について

でありますが、下水道事業は財政負担が極めて大

きく、現在未整備となっている区域全てに下水道

を整備した場合、整備費として約370億円の支出

を要すると見込まれております。

また、世界的な社会情勢の影響が長引き、資機

材価格や電気料金の高騰などが長期化しているこ

とで、今後もさらに想定を超える経費の増大が懸

念されております。

加えて、技術の進歩により合併処理浄化槽の性

能が向上したことで、合併処理浄化槽も下水道と

比較して遜色のない処理能力を持ち、都市機能の

一部として認知されているところであります。

これらのことを総合的に判断し、令和５年度は

下水道の新規整備を一旦休止し、今年度開催する

こととしておりますむつ市公共事業再評価委員会

の答申を基に、今後の下水道事業の方向性を判断

するとしたところであります。

、 、なお 下水道の新規整備は休止しておりますが

既に下水道が整備された地域につきましては、こ

れまでと同様に汚水処理を行ってまいりますの

で、引き続き地域の皆様へ下水道への接続をお願

いし、経費回収率の向上を図ってまいりたいと考

えております。

次に、災害に強い浄化槽の設置補助による災害

対策の充実についてでありますが、環境省によれ

ば、過去の災害時において、各家庭や施設等に設

置されている合併処理浄化槽本体に大きな破損が

なかった場合、個別に応急処置を施すことで暫定

的に使用することができたことから、被災地の衛

生環境がある程度維持されております。

さらに、停電の発生が長期にわたった場合にお

いても、最低限の汚水処理が可能であったことか

らも、合併処理浄化槽の普及は災害対策の強化に

つながるものと考えております。

そのため、下水道区域外の方を対象に、合併処

理浄化槽へ転換するための費用の一部を補助する

制度を設けており、今年度からは国の基準額が増

額となったことに伴い、補助金額を増額しており

ます。

今後も国等の補助金制度を活用しながら、関係

部局と調整の上、さらなる補助内容の拡充も検討

し、むつ市総合経営計画に掲げております汚水衛

生処理率の向上に努めてまいりたいと考えており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） これまでの市と自衛

隊との支援、連携についてお答えいたします。

まず、市からの支援といたしましては、むつ市

に勤務する自衛隊員が災害時等に派遣された際、

留守家族が抱く子育てや介護などに対する不安を

少しでも軽減し、派遣された隊員が安心して任務

に専念できるよう、平成26年に海上自衛隊大湊地

方総監部及び航空自衛隊第42警戒群と隊員家族あ

んしん協定を締結しております。

内容といたしましては、部隊内に設置する臨時

の保育施設への支援、利用可能な保育、託児施設

等の情報提供及び紹介、介護を要する方への介護

サービス等の情報提供及び紹介、その他派遣の状

、 。況に応じ 必要と思われる事項となっております

このほかにも、小・中学校における用務員につ

きましては、自衛隊ＯＢの方を採用するなど、自

衛隊を退職した方の雇用促進も図っております。

次に、自衛隊からの支援といたしましては、市

が主催するむつ市総合防災訓練へ毎年ご参加いた

だいているほか、令和２年度からは海上自衛隊大
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湊地方総監部の全面的な支援を受け、むつ市防災

図上訓練を開催しております。図上訓練では、避

難指示の発令判断や災害情報の共有など、災害対

応の基本的事項を確認し、災害対応における問題

点を把握するとともに、市職員の災害対応能力の

向上を図っております。

また、令和３年８月９日に発生いたしましたむ

つ市・風間浦村豪雨災害や、令和４年５月の川内

町福浦山付近林野火災におきましても、災害派遣

や近傍派遣を行っていただくなど、災害対策にお

いて非常に心強い存在となっております。

次に、相互の協力事項といたしましては、むつ

市における農林水産物及び特産品の消費拡大を図

るため、令和２年に海上自衛隊大湊地方総監部と

「むつ市のうまいは日本一！」推進協定を締結し

ております。

また、海上自衛隊大湊地方総監部及び航空自衛

隊第42警戒隊から、市並びに市内経済団体への企

画提案により、大湊海自カレーや大湊Ｓｏｒａ空

っ！を共同で開発し、ご当地グルメとして全国へ

発信するなど、交流人口の拡大や地域経済の活性

化に大きく貢献しているものと認識しておりま

す。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ご答弁ありがとうございまし

。 、 。た それでは 順次再質問をさせていただきます

まずは、１項目めの１点目、子どもオンブズパ

ーソン（子どもの権利擁護機関）の設置について

お伺いさせていただきます。ただいまのご答弁の

中にもありましたように、市長が並々ならぬ思い

を持って、子供たちの成長と教育を重視している

ことを感じることができました。

そこで、再質問をさせていただきます。子ども

の権利擁護機関とは、そもそも何を指し、一体ど

のようなことを行うのか、いま一度お伺いいたし

ます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） お答えいたします。

先ほどご説明いたしましたとおり、子どもオン

ブズパーソンは子供の権利の侵害に関する相談及

び救済に取り組み、もって子供の権利を実現する

文化及び社会をつくることを目的に、子供の権利

が広く保障される様々な取組を行う第三者的機関

であります。

東京都小金井市の例では、子どもオンブズパー

、 、ソンには弁護士 大学教員をそれぞれ１名配置し

対象を18歳未満の市在住、在学、在勤の子供とし

て、電話や手紙、直接の面談により相談を受け、

子供の悩み、苦しみを受け止め、一緒に解決方法

を探すことによって、子供たちの困ったを取り除

くことを目指しております。

また、子どもオンブズパーソンを知っていただ

くため、機関紙の発行や講演会を実施するなど、

子供の権利の擁護と、大人にも子供たちにも子供

の権利の普及促進を図っています。

私といたしましては、子どもオンブズパーソン

の設置に向けた自治体の例などを参考に、検討を

重ねてまいりたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。再度

ご質問させていただいて、説明いただきました。

その中にも、子供たちの悩みや苦しみを一緒に考

、 。えて 解決方法を探すということでございました

大変すばらしい機関であり、仕組みと感じており

ます。

他の自治体の例もあるということですので、早

急に立ち上げていただきたいとは思いますが、現

時点でお分かりになれば、今後の設置スケジュー

ル等はどのように考えているのか、現段階でお答

えできる範囲内でお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。
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〇市長（山本知也） お答えいたします。

子どもオンブズパーソンの設置につきまして

は、早急に対応すべきものと考えておりますが、

条例等法令の整備、相談に当たるオンブズパーソ

ンの人選や組織の構築はもとより、子供の権利の

普及を図る取組も並行して進めていかなければな

らないものと考えておりまして、現段階で具体的

なスケジュールはお示しすることができません

が、できる限り迅速に取り組んでまいります。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。

最後でありますが、このオンブズパーソン自体

の最終目標といいますか、理想の形はどのように

していくお考えなのか、お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） お答えいたします。

子供の人権が尊重され、子供と大人が共に子供

の権利について適切に学び、理解し合いながら、

心豊かな地域社会を築いていくこと、そして子供

の「笑顔かがやく 希望のまち むつ」が最優先

の目標になるものと認識しております。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。本当

に「笑顔かがやく 希望のまち むつ」のために

は、子供たちが絶対に必要であり、子供たちが宝

であると思います。

これは、要望ではございますが、市長は今子供

ということに焦点を当ててのオンブズパーソン設

置でありますが、むつ市にはそもそもオンブズパ

ーソン自体がありません。ですので、子どもオン

ブズパーソンの設置はとてもすばらしいことだと

は思っておりますが、一緒に、仮称ではあります

が、むつ市オンブズパーソンを設置して、市民の

、 、皆様の権利や利益を擁護し また市政を監視して

市政の改善を図ることにより、開かれた市政を推

進し、市民の皆様の意向が的確に反映された市民

本位の市政運営に役立てることができるのではな

いかとも考えます。ぜひ２つのオンブズパーソン

の設置を前向きにご検討していただくことをお願

いいたします。

続きまして、１項目めの２点目、多様な子供た

ちのニーズに対応できる包括的な居場所づくりと

、 。支援の充実について 再質問させていただきます

多様な子供たちと一言で言ってしまうと、簡単な

言葉なのですが、とても複雑で多岐にわたってお

ります。

そこで、質問させていただきます。今現在での

多様な子供たちに対しての対応はどのようになっ

ているのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） お答えいたします。

多様な子供たちの対応につきましては、学校に

おける対応と市全般における対応となります。市

全般の対応について私から答弁させていただきま

すけれども、平成30年度から子どもみらい部に保

育コンシェルジュを１名配置しており、保育施設

やなかよし会の利用について、保護者の方へ情報

提供するとともに、ご相談に対してはそれぞれの

子供が必要とされる支援を保護者や関係者ととも

に考え、個々の状況に合った環境で過ごすことが

できるよう、関係機関と連携して取り組んでおり

ます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） ご質問いただいたうち、小

・中学校に関する部分についてお答えいたしま

す。

各学校では、児童・生徒の姿勢に応じた適切な

支援を行うために、教育相談体制の充実を図って

おります。また、登校が困難な状況にある児童・

生徒に対しては、タブレット端末を活用した家庭

での学習支援や、メール、掲示板等を使った双方

向のやり取り、またメール、掲示板等を使った指
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導等もしっかりと行われております。学校と家庭

を接続したオンライン学習の実施など、学校と児

童・生徒をつなぐ取組を行っております。

教育委員会におきましても、所管する教育研修

センターにおいて、教育相談室を開設、運営する

ほか、今月からは学校教育課がホームページを立

ち上げ、児童・生徒が容易に学習サイトに接続で

きる取組を始めております。

今後も学校と連携し、児童・生徒一人一人に寄

り添った取組を推進したいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。今ご

答弁いただきましたが、やはり様々な形での横断

的にわたっての回答になるわけです。これを包括

的な居場所づくりということで、どのようにお考

えなのか、市内１か所に居場所をつくろうとして

いるのか、また小さなコミュニティーをつくって

いくのか、またフリースクールのようなものをつ

くっていくのか、お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） お答えいたします。

今後につきましては、子供たちがどのような居

場所を必要としているのか、まずは子供たちの声

を聞きながら、子供がいたい、行きたい、やって

みたい、この３つの視点により検討を進めてまい

りたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 先ほど申し上げましたよう

に、各学校ではこれまでも多様な児童・生徒のた

めに、個に応じた多様かつ丁寧な対応を行ってお

。 、ります 今後もその取組を継続していけるように

私ども教育委員会といたしましても最大限学校を

支援するとともに、スクールカウンセラー、そし

、 、て家庭 関係諸機関等との連携も必要なことから

その任に当たるスクールソーシャルワーカーとの

連携を積極的に進め、多面的に支援してまいりた

いと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。様々

な居場所というものが必要になってくるのではな

。 、いかと思われます これからだとは思うのですが

支援とはどのようなものを考えているのか、お尋

ねいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） お答えいたします。

先ほど来、場所ですとか、具体的に申し上げま

すと、障害を持っている子供だったり、何らかの

理由で登校できない子供、様々理由があると思い

ますけれども、本当に今の時代、多様な子供たち

がたくさんおりますので、支援につきましては、

子供の声を聞くことが大事であると私自身は考え

ております。これは、先ほど来申し上げておりま

す子どもオンブズパーソンであったり、こども議

会であったり、私自身が直接子供から伺う機会を

つくるなど、子供たちの声を聞きながら、必要な

支援について検討してまいります。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。今市

長がお話ししたように、多様という言葉は本当に

２文字なのですが、様々な要因がある現状になっ

ております。これからの教育、子育てには切って

も切れない問題であり、行政としてしっかりとし

た体制で対応していかなければならない問題でも

あります。子供たちの声を聞くという内容のご答

弁をいただきました。しっかりとした支援体制を

お願いしたいと思っております。

また、今むつ市として取り組んでいる「むつ☆

かつ」も、居場所という点では共通点はあるので

はないかとも思われます。その点も考慮して、様

々な取組をいろいろな観点から熟考していただく
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ことを要望させていただきます。

続きまして、２項目めの国防の要である自衛隊

の隊員、家族、ＯＢと地域をつなぐについて再質

問をさせていただきます。官民と自衛隊とは、絆

はしっかりと、また強固にしていかなければなら

ないと思っております。その言葉に、共存共栄と

いう言葉がぴったりの言葉だと思っております。

そこで、質問させていただきますが、既存で結

ばれている自衛隊との協定以外で、新たな考えは

あるのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） 先ほど申し上げましたけれど

も、私が就任して新たな協定として、去る６月９

日には大湊地方隊と下北ジオパーク推進協議会に

おいて、下北ジオパークに関する包括連携協定を

締結して、下北ジオパークと海上自衛隊の理解促

進及び相互連携による地域振興を図ることとして

おります。

今後につきましても、必要に応じ、検討してま

いりたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。ジオ

パークについての協定、これこそ明治の時代から

つながるからこそのものだと新聞で拝見させてい

ただいておりました。

つながりということで、これは本当に細かいこ

となのですが、気になっているのでご質問させて

いただきます。政策のポリシーの記述の中で、隊

員、家族、ＯＢと分けたのは、各それぞれに対し

ての施策や考えがあるのか、お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） お答えいたします。

隊員だけではなく、家族も、ＯＢも、皆様がむ

、 。つ市民であり 関係する方々だと考えております

今後も自衛隊に関わる全ての方がむつ市に暮らせ

てよかったと思っていただけるよう、自衛隊と一

体となり、施策を実施してまいりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。今の

ご答弁の中にもありましたように、むつ市に暮ら

せてよかったと思っていただけるということは、

とても重要なことだと思います。

そこで、質問をさせていただきます。むつ市と

自衛隊とのつながりの理想とは、市長はどのよう

にお考えなのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） 先ほども申し上げましたが、

自衛隊とは明治35年の海軍大湊水雷団創設以来、

強い絆で結ばれております。隊員の皆様には、む

つ市での勤務が誇りとなるような地域でありたい

と考えており、市民にとっては隊員の皆様が日々

国防に邁進されていることに敬意と感謝を抱き、

同じむつ市民として喜びを分かち合える関係を築

いてまいりたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。むつ

市議会第252回定例会において、自衛隊との関わ

りについて一般質問させていただいてはおります

が、市長のお考えは理解いたしました。私も全く

同じであり、今後より一層の共存共栄をしていか

なければならないと思っております。私自身も大

湊艦艇勤務をしている現役自衛官２人の息子を持

つ者として、様々な話をしております。任官して

いる自衛官の皆様は、地元出身者に限らず、日本

全国から着任しております。特に単身の自衛官の

皆様に対して、むつ市として生活上でのサポート

や情報提供等々をすることによって、むつ市に対

しての愛着や地元愛の形成の一助になり得るので

はないかとも考えます。

また、営外者の隊員の皆様は、艦艇勤務の変更

をするたびに住所変更を余儀なくされ、住所変更
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には毎回窓口に来庁しなければならず、出港等々

で時間がなかなか取れない隊員もいらっしゃると

の声も聞かれます。この辺もＤＸで、何かと変更

可能かもしれません。また、郵便での申請等も可

能になるのかもしれません。ぜひとも検討してい

ただくよう要望させていただきます。

また、長年の要望事項でありました大湊海上自

衛隊基地内の浚渫工事や新たな弾薬庫建設など、

大きな事業の開始等も含め、むつ市への経済効果

もかなり期待できると思われますので、市長にお

かれましてはぜひとも敏腕を振るっていただき、

経済効果を最大限にむつ市に寄与していただくこ

とをお願い申し上げます。

続きまして、３項目めの下水道事業休止と災害

に強い浄化槽の設置補助等による災害対策の充実

について再質問させていただきます。先ほどのご

答弁の中に、整備費に370億円という多額の支出

が見込まれるというお話がありました。また、市

長も、むつ市公共事業再評価委員会の答申を踏ま

えて判断するというご答弁でした。私自身、即刻

中止すべきではないかと思いますが、再評価の答

申を待たなければならないのでしょうから、そこ

はそこで再質問をさせていただきます。むつ市公

共事業再評価委員会は、今後どのようなスケジュ

ールで進んでいくのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 上下水道局長。

〇上下水道局長民生部理事（中村 久） むつ市公

共事業再評価委員会のスケジュールについてでご

、 。ざいますが 現在委員会の構成を進めております

９月に市長から委員会に諮問いたしまして、複数

回の審議を経て、11月末までに意見の答申を受け

る予定としてございます。

また、委員会の答申内容を踏まえまして、令和

６年度予算に反映してまいりたいと考えておりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。11月

末までには意見の答申を受けるということです

が、将来を見越したしっかりとした英断を期待い

たします。

災害に強い浄化槽というものが、答弁をいただ

く前まではいまいち想像ができなかったのです

が、合併浄化槽だということを初めて知ったわけ

ですが、単独浄化槽から合併浄化槽への転換への

補助金の件を質問させていただきます。補助金等

の上昇があったというご答弁をいただきました

が、どのくらいの補助金の上昇があり、どの程度

の申請件数を見込んでいるのかお伺いいたしま

す。

〇議長（大瀧次男） 上下水道局長。

〇上下水道局長民生部理事（中村 久） むつ市浄

化槽設置整備補助金の額につきましては、一番申

請の多い５人槽を例にご説明いたします。

令和３年度に国の基準に合わせ、補助額14万

7,000円から35万2,000円へ2.4倍増額いたしまし

た。また、令和５年度からは、さらに国の基準額

が増額になったことから、当市におきましても補

助額を39万円に増額しております。

令和５年度の補助金利用件数の見込みにつきま

しては、令和４年度の交付実績21件に対し、36件

分の補助金を交付できるよう、予算を拡充してお

りますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。これ

からの再評価委員会の答申にもよりますが、事業

の中止といった場合、現在下水道に接続していら

っしゃる方とそうでない方に対して、不公平感の

ない、双方が納得する施策をしっかりと組んでい

ただくことを要望させていただきます。

６つのポリシーの政策36項目の多岐にわたる市

長の思い、とりわけ子供たちがキーワードになっ

。 、ていると感じております 子供は日本の宝であり
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むつ市の宝でもあります。ぜひスピード感を持っ

た施策の実現に邁進していただきますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

最後に、この言葉で一般質問を終わらせていた

だきます 「もうこれで満足だというときは、す。

なわち衰えるときである 、渋沢栄一。ありがと」

うございました。

〇議長（大瀧次男） これで、佐藤広政議員の質問

を終わります。

ここで、昼食のため午後１時10分まで休憩いた

します。

午前１１時５１分 休憩

午後 １時１０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎住吉年広議員

〇議長（大瀧次男） 次は、住吉年広議員の登壇を

求めます。12番住吉年広議員。

（12番 住吉年広議員登壇）

（ ） 、 。 、〇12番 住吉年広 皆さん こんにちは 公明党

公明・自由会派の住吉年広です。むつ市議会第

256回定例会に当たり、通告に従いまして、４項

目、９点にわたり一般質問させていただきます。

市長並びに理事者各位の皆様には、誠意あるご答

弁をよろしくお願いいたします。

１項目めとして、持続可能なまちづくりに向け

たＳＤＧｓ未来都市の実現に向けてお伺いしま

す。ＳＤＧｓとは、2015年９月の国連サミットに

おいて採択され 国連193か国が2016年から2030年、

の15年間で、誰も置き去りにしない、よりよい未

来をつくるために掲げた経済、社会、環境問題の

課題を包括した17の目標です。

ＳＤＧｓは、発展途上国のみならず、先進国自

身が取り組むユニバーサルなものであり、国とし

。 、ても積極的に取り組んでいます 本市においても

むつ市総合経営計画後期基本計画において、ＳＤ

Ｇｓの理念を踏まえながら計画を推進していると

ころであると思います。

そこで、１点目として、ＳＤＧｓについて、市

民の理解、認識を広めていくためにどのように取

組をなされているかお伺いします。

２点目として、ＳＤＧｓの17の目標を達成する

ためのむつ市の具体的な取組をお伺いします。

３点目として、各課の受付の表示板にＳＤＧｓ

の17の目標のうち関係が深い項目のアイコンを明

記することによって、各課が意識をして仕事に取

り組むとともに、市民への周知啓発を推進してい

くべきと考えますが、市長のお考えを伺いたいと

思います。

２項目めとして、交通事故防止安全対策につい

ての自転車利用者の安全対策についてお伺いしま

す。改正道路交通法の施行により、令和５年４月

から自転車に乗る人はヘルメットの着用が努力義

務化となりました。それ以前も、13歳未満の子供

についてはヘルメットの着用が努力義務とされて

いましたが、今後は全ての人が対象となります。

こうした改正が行われた背景には、自転車の死

亡事故のおよそ７割が頭部に致命傷を負っている

事実があります。警視庁によると、2018年から

2022年の間に都内で起きた自転車乗車中の死亡者

のうち、主な損傷部位が頭部にある人は64.5％に

上り、胸部17.7％や腰部5.7％と比べて圧倒的で

す。また、ヘルメットを着用していない場合の致

死率は、ヘルメットを着用している場合と比べて

2.3倍高まるというデータもあり、痛ましい事故

を防ぐためにも、自転車乗車中のヘルメット着用

が求められてきました。

今回改正された道路交通法第63条の11の一部改

正に次のように書かれています。自転車の運転者
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等の遵守事項、第１項「自転車の運転者は、乗車

用ヘルメットをかぶるよう努めなければならな

い 、第２項「自転車の運転者は、他人を当該自」

転車に乗車させるときは、当該他人に乗車用ヘル

」、メットをかぶらせるよう努めなければならない

「 、第３項 児童又は幼児を保護する責任のある者は

児童又は幼児が自転車を運転するときは、当該児

童又は幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう

努めなければならない」とあります。つまり自分

自身が自転車に乗る場合はもちろん、自分の自転

車に他人が乗る場合や自分の子供が自転車に乗る

場合には、ヘルメットを着用するように努めなけ

ればなりません。

そこで、自転車の安全対策について３点お伺い

します。１、自転車事故の実態と、マナーやルー

ルを守り、自転車事故、危険運転防止を強化する

ために、どのような取組をなされているのか。

２、小・中学校での交通安全教育の徹底や、ル

ール、マナーの意識啓発への取組は。今後小・中

学校入学時にヘルメットを配付する考えはある

か。

３、子供から大人まで事故防止策として、自転

車利用者にヘルメット着用の必要性を周知、購入

促進のため費用を補助する考えはあるか。

続いて、自転車保険加入促進を求める取組につ

いてお伺いします。自転車による人身事故で、高

額な賠償金が求められるケースが増加している

中、全国的に自転車保険への加入義務が普及して

います。2021年に閣議決定された第２次自転車活

用推進計画では、政府が初めて保険加入率の具体

的な目標を設定いたしました。この背景には、自

転車の運転中に他人にけがや死亡させ、高額な損

害賠償が発生するケースが増えていることが挙げ

られます。

しかし、青森県では、自転車保険への加入率が

全国平均の約60％に比べて、約43％と大きく乖離

があります。青森県では、青森県自転車の安全な

利用等の促進に関する条例が制定され、2021年７

月１日より自転車保険加入が努力義務となりまし

た。国土交通省の資料、自転車損害賠償責任保険

等への加入促進に関する条例の制定状況による

と、令和５年４月１日、都道府県において条例で

義務づけているのが32団体、努力義務を課してい

るのが10団体です。

自転車は、便利な乗り物ですが、交通事故やけ

がのリスクも付き物です。そこで、自転車保険の

加入が重要となってきます。自転車保険には、事

故やけがに対する補償が含まれており、万が一の

際に大きな経済負担を軽減することができます。

、 、また ほかの人にけがをさせてしまった場合には

相手に対する損害賠償責任もカバーしてくれま

す。自転車保険の加入は、ほかの人の安心、安全

のため、非常に重要です。

上記の点を踏まえて２点伺います。１、自転車

利用者の自転車保険加入の状況と実態及び自転車

保険加入の促進の取組は。

２、自転車保険加入の義務化、促進を求める条

例を制定した自治体が増えているが、どのように

認識しているのか。

また、むつ市交通安全条例を自転車の安全な利

用促進に関する内容を一部盛り込んだ条例に改正

する考えはあるか。

３項目めに、防災行政についてお伺いします。

災害時において、どの地域がどの程度の被害を受

けるのかを地図上に示したものがハザードマップ

ですが、地図上だけでは浸水の深さをイメージし

にくいかもしれません。そこで、津波ハザードマ

ップを基に想定される浸水深を掲載した掲示板を

電柱や公共施設などの壁に設置する取組がありま

す。津波が発生した場合、実際の場所に表示され

ることで、どの程度の浸水が予想されるか分かり

ます。日常的にリスクを認識し、災害時の避難行
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動に役立てるための取組です。この取組により、

水防災への意識を高め、避難場所の周知や浸水対

策を推進し、住民主体の避難行動を促進し、被害

を最小限に抑えることを目指すものであり、非常

に有用な事業です。本市においては、令和４年度

から予算計上し、現在この事業を進めているとこ

ろだと思います。

そこで、質問の１点目、まるごとまちごとハザ

ードマップ事業の令和４年度までの地域ごとの設

置状況と令和５年度の設置計画を伺います。

２点目として、これまで設置して見えてきた課

題と、市民に周知をどのように考えているのか伺

います。

質問の４項目めは、誰もが気軽に投票しやすい

環境整備についてお伺いします。投票支援カード

は、平等な選挙を実現するための支援策です。全

ての市民には選挙での投票権がありますが、中に

はそれを行使できることができず、投票行動に参

加できない人々も存在します。その中でも、重度

の知的障害や身体障害を抱える方々が代表的な例

です。障害者の投票率については、データはあり

ませんが、健常者に比べて投票するまでのハード

ルが非常に高いことは確かです。各自治体では、

投票支援カードが有用であることが分かってお

り、投票所などの環境に一人だけでパニック状態

に陥ったり、投票所のスタッフに適切な説明がで

きずに投票を諦めてしまうというハードルを少な

くするために取り組んでいます。

この投票支援カードを導入している市町村は、

札幌市、旭川市、市川市、福島市、四国中央市な

ど、多くの自治体で導入されています。その事例

の中で、札幌市で導入されている選挙支援カード

は、大きさがＡ４サイズで、３つの確認項目があ

ります。選挙支援カードについて、このカードを

投票所の係員に渡すと、係の人が付添いや投票用

紙を代わりに書いてくれます。１番目に、話がで

きる、メモができる、指さしができる、このどれ

かに丸をします。２番目に、投票所の付添いが必

要ですか 「はい 「いいえ」のどちらかに丸を、 」、

する。３番目は、自分で投票用紙に書くことがで

きますかという質問に 「はい」か「いいえ」で、

どちらかに丸をする。質問の１番目では、どのよ

うなコミュニケーションの方法がよいか伝え、質

問の２番目では、付添いが必要かどうか意思表示

します。さらに、３番目では、代理投票の申請を

希望する場合に伝えられるようになっています。

質問は、選択式のため、丸をつけるだけで必要な

支援が伝えられるように工夫がされています。

導入以来、選挙支援カードを使って投票し、混

乱やパニックに陥ることや、投票を断念すること

もなくなったそうです。また、投票所のスタッフ

のサポートを受けながら、全ての人が１票を投じ

るための投票環境が整備されております。

選挙権の行使は、基本的人権の中でも最も重要

な権利であり、民主主義の基盤です。そのため、

障害を持つ人々が選挙権の回復を求める裁判が各

地で起こされ、これらの訴訟において違憲と判断

され、2013年には成年被後見人の選挙権回復に関

する公職選挙法の一部が改正されました。

上記の点を踏まえて、２点お伺いします。１点

目として、投票支援カード導入について、本市の

見解を伺います。

２点目として、先般統一地方選挙の青森県議会

議員選挙から、投票所での係員と意思疎通や投票

方法に不安のある方など、どなたに対してもお使

いいただける青森県選挙管理委員会が作成したコ

ミュニケーションボードをむつ市選挙管理委員会

で活用しているとお伺いいたしました。そこで、

コミュニケーションボードのこれまでの取組状況

をお伺いします。

これで、壇上からの質問といたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。
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（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 住吉議員のご質問にお答えい

たします。

まず、持続可能なまちづくりに向けたＳＤＧｓ

未来都市の実現に向けてについてでありますが、

私からはＳＤＧｓについて公約に掲げた思いを述

べさせていただきます。市では、商工会議所とと

もに発起人となり、令和４年５月23日にむつ市地

方創生ＳＤＧｓ推進協議会を設立し、市民の皆様

へ分かりやすくＳＤＧｓを発信しながら、取組へ

の参加を促し、地域社会の持続的発展につなげる

活動に取り組んでおります。この協議会は、市、

むつ商工会議所、教育機関、研究機関及び金融機

関等で構成される組織でありますが、ＳＤＧｓの

達成のためには多角的視点で話し合い、そして市

民の皆様と地域事業者の皆様を巻き込み、一丸と

なって取り組むことが大切であると考えておりま

す。

また、国では、ＳＤＧｓの達成に向け、経済、

社会、環境の問題に対して、優れた取組を提案す

る都市をＳＤＧｓ未来都市として選定しており、

市といたしましても、このＳＤＧｓ未来都市を目

指すことで、持続可能な社会の実現に近づくもの

と考えております。

今後におきましても、市民の皆様とともに未来

に希望をつなぐむつ市の実現に向けて、全力で取

り組んでまいりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

具体につきましては、担当部長からの答弁とさ

せていただきます。

次に、そのほかにいただいたご質問につきまし

ては、教育委員会、選挙管理委員会及び担当部長

からの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 住吉議員の交通事故防止安

全対策についてのご質問の１点目、自転車利用者

の安全対策についての小・中学校での安全教育の

徹底や、ルール、マナーの意識啓発の取組並びに

今後小・中学校にヘルメットを配付する考えはあ

るのかのうち、教育委員会で所管することについ

てお答えいたします。

自転車の事故防止につきましては、各校とも警

察官を招いての講話や、スタントマンによる交通

事故の実演など、児童・生徒に対して安全集会や

交通安全教室を行い、保護者に対しては自転車の

整備点検を呼びかける等をいたしております。

さらに、努力義務となった自転車乗車中のヘル

メット着用については、各学校の指導部だより等

を保護者へ配付するとともに、教員による指導、

または警察官など外部機関と連携した指導を随時

行い、啓発に努めております。

教育委員会といたしましては、今後も国や県か

らの文書を各学校へ通知するなど、指導を継続し

、 。てまいりますので ご理解を賜りたいと存じます

〇議長（大瀧次男） 選挙管理委員会委員長。

（畑中政勝選挙管理委員会委員長

登壇）

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 住吉議員の

誰もが気軽に投票しやすい環境整備についてのご

質問の１点目、投票支援カードの導入についてお

答えいたします。

投票支援カードにつきましては、当委員会では

今のところ利用しておりませんが、他の自治体の

活用方法を参考にするなどいたしまして、今後の

利用について研究してまいりたいので、ご理解賜

りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、コミュニケーションボ

ードの取組状況につきましては、本年４月の青森

県議会議員一般選挙から、全ての投票所にコミュ

ニケーションボードを設置して、選挙事務従事者

に対して、その活用について周知しているところ
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でありますが、これまでにご報告のあった活用事

例は１件となっておりますので、ご理解賜りたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） 持続可能なまちづく

りに向けたＳＤＧｓ未来都市の実現に向けてのご

質問の１点目、ＳＤＧｓの目標について、市民の

理解、認識を広めていくためにどのような取組を

しているのかについてお答えいたします。

市が参画しておりますむつ市地方創生ＳＤＧｓ

推進協議会では、ＳＤＧｓの見える化と分かりや

すい情報を発信する活動として、団体を対象とい

たしましたＳＤＧｓの普及を目的とするむつ市地

方創生ＳＤＧｓ推進団体認定制度を導入したほ

か、むつ市地方創生ＳＤＧｓシンポジウムを令和

４年８月27日に開催し、地域おこし協力隊員を交

えたパネルディスカッションや、川内中学校によ

る取組事例発表等を通じて、来場された皆様に対

しまして啓発を行っております。

今後も引き続き、ＳＤＧｓの見える化による市

民の皆様への分かりやすい情報発信に取り組んで

まいります。

次に、ご質問の２点目、ＳＤＧｓの目標を達成

するための本市の具体的な取組についてでありま

すが、令和４年度から５年間を計画期間といたし

ますむつ市総合経営計画後期基本計画は、施策内

容にＳＤＧｓの17の目標を関連づけて策定してお

り、施策を推進することで目標達成に資するもの

と考えてございます。

今後も引き続き、ＳＤＧｓの理念である誰一人

として取り残さない持続可能な社会の実現に向

け、施策の推進に取り組んでまいります。

次に、ご質問の３点目、各課受付表示板にＳＤ

Ｇｓの17の目標のうち関係の深い項目を明記し、

各課が意識をして仕事に取り組むとともに、市民

への周知啓発を推進すべきについてお答えいたし

ます。持続可能な社会の実現のためには、一人一

人の行動がＳＤＧｓの取組につながっているとい

うことを認識していただくことが重要であると考

えております。このため、今年度は市民の皆様に

ご参加いただけるシンポジウムの開催、そして初

の認定となりますむつ市地方創生ＳＤＧｓ推進団

体の発表も行う予定であります。

さらに、市職員に対する啓発の取組といたしま

しては、むつ市総合経営計画後期基本計画を全職

員に配付し、ＳＤＧｓの目標の見える化を図り、

意識づけを行っております。

これらの取組を踏まえまして、市といたしまし

ては各課の受付表示板への明記も含め、市民の皆

様への周知啓発の取組について、今後も研究して

まいりたいと存じますので、ご理解賜りたいと存

じます。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（斉藤洋一） 交通事故防止安全対策に

ついてのご質問の１点目、自転車利用者の安全対

策についてお答えいたします。

自転車事故の実態についてでありますが、青森

県警察の公表データ等によりますと、令和４年は

むつ市内では９件の自転車事故が発生しておりま

す。そのうち７件が20歳未満、２件が60歳以上の

事故でありまして、残念ながら１件は死亡事故と

なっております。

全国的に増加しております自転車事故を防止す

るため、市ではむつ警察署をはじめ、関係団体と

連携し、街頭での広報活動や季節に応じた交通安

全運動を実施しているほか、市ホームページや広

報紙を通じまして、交通安全に係る周知啓発を図

っております。

また、ヘルメットの配付及び購入促進のための

費用補助についてでありますが、ヘルメットを着

用することは死亡事故等を防ぐ大変有効な手段で

ありますことから、着用に係る普及啓発を図りな
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がら、市民の皆様のニーズについて調査研究して

まいりますので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、交通事故防止安全対策についてのご質問

の２点目、自転車保険加入の促進を求める取組に

。 、ついてお答えいたします 自転車保険の種類には

自転車専用の賠償責任保険があるほか、自動車保

険や火災保険等の特約とするもの、また自転車の

点検整備に附帯する赤色ＴＳマーク等がございま

す。

保険の加入率につきましては、公式な調査結果

はございませんが、民間のａｕ損害保険株式会社

が本年１月に独自に調査した結果がリリースされ

ております。その結果を見ますと、全国の調査対

象者のうち63.5％が何らかの保険に加入しており

ます。また、当調査では、青森県における調査対

象者のうち53.7％が同様に何らかの保険に加入し

ておりました。

市では、自転車保険の加入を促進するため、交

通安全に係る街頭活動の際にチラシを配布してい

るほか、ホームページや広報紙を通じまして周知

を図るとともに、市内小・中学校や公共施設にポ

スターを掲示するなどの対策を講じております。

また、条例改正等により自転車の安全な利用等

を促進していくことにつきましては、交通事故の

防止に向けた有効な手段の一つでありますことか

ら、先行事例を踏まえながら研究してまいりたい

と考えておりますので、ご理解賜りたいと存じま

す。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） 防災行政についてのご質

問の１点目、まるごとまちごとハザードマップ事

業の令和４年度までの地域ごとの設置状況と令和

５年度の設置計画についてお答えいたします。

令和４年度は むつ地区121か所 川内地区44か、 、

所 大畑地区98か所 脇野沢地区17か所の計280か、 、

所の電柱に標識を設置しておりますほか、公共施

設や学校、保育所など133施設に掲示をしており

ます。

次に、令和５年度の設置計画についてでありま

すが、今年度は津軽海峡側を中心に150か所の電

柱に標識と津波の浸水が想定される高さへの水位

テープを設置する予定で、現在設置場所の選定を

進めております。また、一部地域には、隣接する

複数の電柱に設置し、津波の浸水を立体的に表現

することで視覚へ強く訴え、市民の皆様が津波に

対する備えや意識の向上につながるよう、取組を

進めてまいります。

次に、ご質問の２点目、これまで設置して見え

てきた課題と市民に対して周知をどのように考え

。 、ているかについてお答えいたします 当該事業は

３か年の計画で設置を進めることとしております

ので、初年度だけでは町なかで見かける機会も少

ないのですが、今後設置が進み、標識が増えてい

くことで目にする機会も増えていくものと考えて

おります。

また、引き続き各町内会へのお知らせ文書の送

付、広報むつやホームページでの広報などを通じ

て、周知に努めてまいりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 12番。

〇12番（住吉年広） 答弁ありがとうございます。

それでは、再質問させていただきます。順番は若

干前後しますので、よろしくお願いします。

それではまず、選挙管理委員会のほうに再質問

させていただきます。コミュニケーションボード

を導入した取組状況は確認できました。１件とい

うことで、それではこのボードを利用した人数を

どのように受け止めているのかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（工藤淳一） お答えし

ます。

コミュニケーションボードの活用事例の報告は
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１件にとどまっておりますが、支援が必要と思わ

れる方には声がけをして、支援の有無を確認して

おります。また、これによりまして、選挙事務従

事者が本人に代わって記載する代理投票は、直近

の選挙であります青森県知事選挙では116人の方

が利用しておりますことから、この制度が広く浸

、 、透し 活用されているものと考えておりますので

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 12番。

〇12番（住吉年広） 分かりました。

先ほど選挙管理委員会委員長のほうから、コミ

ュニケーションボードに関しては研究していくと

いう答弁をいただきました。青森県選挙管理委員

会がこのコミュニケーションボードをウェブサイ

トに掲載するに当たり、やはり作成した経緯をし

っかりと受け止めていただきたいと思います。ま

ずは、職員がしっかりと制度を理解して、周知に

努めていかなければならないと思います。印刷し

て投票所に置いておくだけでは、当然ながらその

人数は増えないわけです。選挙の１票の重みをし

っかりと捉えていただきたいと思います。

私は、これまでの取組には納得できておりませ

ん。令和元年９月定例会の菊池光弘元議員への答

弁から４年も経過しているのに、何も変わってい

ない。本当に障害がある方々に向き合ってくださ

い。選挙管理委員会委員長の令和元年９月定例会

の答弁を私なりに解釈すると、このような制度が

あるから使ってください、手続等があるので早め

にしてください、詳細については問い合わせてく

ださい、ホームページを御覧ください、全部一方

通行です。そもそも投票支援カードは、コミュニ

ケーションボードとは異なる目的で活用されま

す。障害者や高齢者は意思疎通が難しい場合もあ

り、スムーズに投票することができないこともあ

。 、 、ります そのような意味で 私が提案したいのは

投票支援カードを市内の障害者施設や高齢者施

設、また市役所、公民館など、福祉部と連携し、

配付していただきたいと思います。

また、このコミュニケーションボードは、県が

作成したものであり、市に即したものでないと私

は感じております。そのため、これまでの本市の

実情に合わせ、障害者や高齢者の方々に適した分

かりやすいコミュニケーションボードの作成をお

願いしたいと思います。

また、投票支援カードを使用しての投票の流れ

が市民の方々に分かるように、投票所配置図もぜ

ひ作成をお願いしたいと思います。

先ほど委員長のほうからありましたけれども、

しっかりと研究していただいて、投票支援カード

を導入できるように要望したいと思います。

それでは次に、２項目めの交通事故防止安全対

策について再質問させていただきます。青森県自

転車活用推進計画の中で、青森県の自転車を巡る

現状及び課題で示した数値には、自転車は通学や

買物、得意先回りなど、生活に身近なシーンで様

々に利用されています。10年に１度行われる国勢

調査データを基に集計したところ、本県の自転車

、 、の分担率は9.6％で 10人に１人は自転車で通勤

通学をしています。むつ市は6.6％になります。

この自転車分担率とは、特定の地域や都市におい

て、自転車の利用が交通手段としてどの程度利用

。 、されているか示す割合のことです 市別で見ると

青森市では自転車利用が盛んであるが、一方で八

戸市、つがる市、三沢市、むつ市では自転車利用

が少ない傾向にあります。

そこで、市内の自転車の利用者はどれぐらいい

るか、お示しください。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（斉藤洋一） お答えいたします。

令和３年３月に策定されました青森県自転車活

、 、用推進計画によりますと 当市の通勤人口ですが

２万4,250名のうち、自転車を利用する割合は約
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５％、人数にして約1,200名でした。

また、通学人口2,050名のうち、自転車を利用

する割合は約30％、人数にして約600名となって

おります。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 12番。

〇12番（住吉年広） ありがとうございます。今部

長のほうから示された数値は、通勤、通学という

ことですが、通勤、通学以外にも、スーパーやホ

ームセンター、またドラッグストアなど、買物に

自転車を利用している方々が相当数いらっしゃる

と思います。そのため、各事業者と連携し、この

ような方々にもヘルメットの着用と保険加入を呼

びかける周知活動をぜひ行っていただくよう、要

望いたします。

そして次に、現状、ヘルメットを着用している

方は、探すことが難しいのではないでしょうか。

児童へのヘルメット配付に関しては、現状は考え

ていないという答弁でございました。神奈川県の

愛川町の事例を紹介したいと思うのですけれど

も、愛川町は自転車ヘルメットの購入助成につい

て、４月から対象を全年齢に拡大しました。製品

安全性を担保するＳＧマークつきの新品ヘルメッ

トを購入後 町住民課に申請すると 上限1,000円、 、

まで助成が受けられます 町では 2017年から13歳。 、

未満の子供を対象にヘルメット購入を助成。今年

の４月に改正道路交通法が施行され、自転車利用

者へのヘルメットが努力義務化したことを受け、

対象拡大に踏み切ったそうです。

私は、ヘルメットの着用を推進するためには、

まずは環境整備を整えていかないといけないと思

います。これからヘルメットの着用が進むために

も、ぜひとも購入助成をしていただくよう要望い

たします。

それでは、教育委員会のほうに再質問させてい

ただきます。現在は、中学校に入学すると同時に

ヘルメットを購入していますが、小学生でも自転

車に乗っている方はいると思います。しかしなが

ら、小学校で購入したヘルメットは、中学生にな

れば新たに購入しなければなりません。保護者の

負担軽減のためにも、小学生で使用したものを使

用できるようにすべきと私は思うのですけれど

も、阿部教育長の見解を伺います。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

私としても、全く同感であります。そして、現

状に関して確認をさせていただきたいことがあり

まして、各学校とも校章入りのヘルメット等を通

常安価な価格で配付をしております。これに関し

ては、購入が容易であり、また経済的にも保護者

の負担軽減に役立っていると認識をしておりま

す。ただ、これから小学校の児童が、例えば自宅

で遊ぶためでも自転車に乗る、そのためにヘルメ

、 、ットが必要であり 保護者が買い与えた場合には

それが中学校で使えないということは不合理です

ので、そうしたことはないと認識をしております

し、現状におきましても例えばお下がりであった

り、あるいは別なヘルメットがあるから、それを

認めている、そのような事例もありますので、ご

安心していただいてよろしいかと思います。

、 、そして 再度確認させていただきますけれども

一番大事なのは子供たちの生命の確保です。そう

した理念に向かって、小学校、中学校ともに努力

している現状については、ご理解をいただきたい

と思います。

そして、蛇足ではありますが、先ほど申し上げ

た小・中学生のヘルメットの継続使用等に関しま

、 、しては 年限が限られている商品でありますので

年限が切れた、安全期限が切れたときには再度購

入をしていただく、そうしたことは当然生ずるこ

とはご理解いただきたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 12番。
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〇12番（住吉年広） 阿部教育長、ありがとうござ

います。では、よろしくお願いいたします。

それでは続きまして、防災行政についての再質

問をいたします。個別設置箇所と設置状況は確認

できました。当初は３年で2,000か所、私も先日

まるごとまちごとハザードマップの設置箇所の調

査を関根、正津川に行って確認してきました。地

元の人は多分分かると思います、ぱっと見て。た

だ、地域以外の人は、その設置場所が分からない

というのが率直なところではないでしょうか。表

示板が白い板で、多分浸水深は青のテープになる

と思うのですけれども、車で行った際はなかなか

認識しづらいというのが私の感想です。

また、当初設置予定では2,000か所でありまし

たが、電柱の問題であったり、ＮＴＴの電信柱、

様々な諸事情で当初予定した計画より大幅な修正

となり、現在は1,000か所を目標に取り組んでい

ると伺いました。設置場所に関しては、ご苦労さ

れていると思いますが、そこでこれ私の提案なの

ですけれども、これはやっぱり行政だけで推し進

めるのではなく、まず市民の視点に立つと、町内

会では、必ず週１回は収集場所にごみを出しに来

るので、町内の人は認識しやすいのですが、そこ

に設置すべきという意見はあるのですけれども、

ただごみの集積場所に関しては町内会で所有する

、 、ものとか 例えばグループで持っているものとか

あと個人で所有しているものとか、様々違います

ので、そこはぜひ研究していただきたいと思いま

す。

２点目は、事業所にご協力いただいて、まるご

とまちごとハザードマップを掲示していただくよ

うにお願いすることも必要なのではないでしょう

か。例えば掲示していただいた事業所をまるごと

まちごとハザードマップ協力店として認定してい

ただき、官民連携で設置目標に向けて取り組むべ

、 。きだと思いますが 市長のご見解をお伺いします

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） まるごとまちごとハザードマ

ップ協力店としての制度を創設するべきか、また

設置の協力依頼とするのかなど、事業者等との連

携につきましては、今後研究してまいりたいと考

えております。

〇議長（大瀧次男） 12番。

〇12番（住吉年広） 分かりました。

これは要望になりますけれども、ハザードマッ

プ設置目標が達成した上で、市民に認知していた

だくことが肝要です。今後は、市民に対してのア

ンケート調査を実施し、まるごとまちごとハザー

ドマップの存在や内容について、認知度を促進す

ることで、市民の認識や意識レベルを確認でき、

次への防災意識の向上につながると思いますの

で、ぜひご検討をよろしくお願いいたします。こ

れはお願いですので。

阿部教育長のほうには、児童・生徒が浸水の疑

似体験ができる取組をぜひ検討していただきたい

と思います。これ石川県の金沢市が2019年９月か

ら、ＡＲ技術を用いた浸水の疑似体験ができる出

前講座を開設しています。ＡＲアプリは、高機能

のスマートフォンをつけた紙製のゴーグルと組み

合わせて使用します。大がかりな装置が必要ない

ので、ぜひこちらも研究していただきたいと思い

ます。

あと、総務部長のほうに、まるごとまちごとハ

ザードマップを直感的に認識させる必要があると

思うのです。これも先進事例なのですけれども、

京都府の木津川市が取り組んでいる想定浸水深ラ

ッピングというのがあるのです。これは、想定さ

れる浸水の高さに合わせた青色のラッピングを施

すものであります。というのは、私も先ほど言っ

たように、車で運転した際に白で分かりづらい。

それが例えば関根、大畑のほうは、明らかに５メ

ートルとか10メートルみたいな部分で、すぐ、イ
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メージするのではなくて、逃げなければならない

のです。ところが、むつ市内だったり、ちょっと

１メートルとかという部分だったら、逆に青い部

分、電柱を青でラッピングしてしまう。そうする

と、視覚に伝わってくるということになりますの

で、そこをぜひ研究していただきたいように思い

ます。今進めているのも、一度立ち止まって、そ

ういう部分も検討する必要がありますので、よろ

しくお願いいたしたいと思います。

それでは最後に、ＳＤＧｓについて、これは再

質問というより要望です。ＳＤＧｓの最新の達成

状況、進捗状況を確認すると、日本のＳＤＧｓの

。 、達成状況は165か国中18位です 17の目標のうち

３つが達成できていると言われています。目標４

の質の高い教育をみんなに、目標９の産業と技術

革新の基盤をつくろう、そして目標16の平和と公

正をすべての人に、この部分が達成されていると

言われています。

2030年までにＳＤＧｓを達成することは、国や

企業による取組だけでは難しい現状です。先ほど

山本市長からも答弁いただいたのですけれども、

やっぱり市民を巻き込んで、あとは経済界を巻き

込んでやるということが非常に私は重要だと思い

ます。

そして、その中でも私たち個人の行動の下で、

一人一人が意識することで、ＳＤＧｓの目標に近

づいていくと思います。それは、例えば節電、節

水を心がけるとか、マイバッグ、マイボトル、あ

とはフードロスを減らす。先日私も民生部のほう

、 。 、に行って 土をもらってきました 土をもらって

自分も自宅でやってみようと。要はどのぐらいの

生ごみが家庭で削減できるのか、それが例えば５

万人だったら大きな削減になるし、ごみの経費の

削減になるという、そういうことの取組をやって

。 。いきたいと思っています あとはリサイクルです

再利用、リサイクルを積極的に行う。災害に対す

る備えもそうです。あとフェアトレードの商品を

、 、購入するとか 持続可能なエネルギーを使うとか

そういう部分で、まずはＳＤＧｓの目標を達成す

るために、できることを一人一人が始めていただ

きたいと私は思っております。そのためには、市

民の取組が何より大切で、可視化できるようにし

ていかなければならないと思いますので、山本市

長にリーダーシップを取っていただいて、そこを

進めていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。

以上で一般質問を終了させていただきます。

〇議長（大瀧次男） これで、住吉年広議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時15分まで暫時休憩いたします

午後 ２時０１分 休憩

午後 ２時１５分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎工藤祥子議員

〇議長（大瀧次男） 次は、工藤祥子議員の登壇を

求めます。２番工藤祥子議員。

（２番 工藤祥子議員登壇）

〇２番（工藤祥子） 日本共産党の工藤祥子です。

むつ市議会第256回定例会において一般質問を行

います。

、 。（ ）第１の質問は 学校給食についてです 仮称

むつ市防災食育センター建設事業が、平時には学

校給食施設としての機能と食育推進機能を、災害

時には防災活用拠点としての機能を兼ねた施設と

して、今進められています。基本計画には、令和

５年、今年の夏頃から工事開始予定、令和７年４

月から供用開始としています。現在給食施設は、

センター方式が３施設、自校方式が９施設ありま
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すが、将来的に令和11年度には、現在建設が進め

られている旧関根中学校跡地の防災食育センター

へ統合するとしています。

質問の１つ目として、この事業の進捗状況につ

いて伺います。

２つ目として、防災食育センターがスタートし

た後の学校給食の地産地消と配送計画について伺

います。

３つ目として、今日学校給食無償化が広がり、

青森県内では完全無償化が16、一部無償化が11、

これは昨年11月現在の数ですが、今年になってま

た増えているようです。昨年の３月定例会で佐藤

武議員も学校給食無償化への質問を行っています

が、そのときの答弁は、防災食育センターが稼働

した際、令和７年度には食材の調達を一本化する

こと等により、現在よりも低額で契約できる見込

みであり、保護者の負担する給食費も軽減される

。 、と試算している 給食の完全な無償化については

今後調査研究してまいりたいということでした。

今日、新型コロナウイルス感染症対応地方交付金

の拡充により創設された、コロナ禍における原油

価格・物価高騰対応分等を活用して、単なる値上

げ防止だけではなく、無償化への取組が全国的に

広がっています。むつ市も早期に取り組むべきで

はないでしょうか。

第２の質問は、水道事業についてです。一人暮

らし等に配慮した基本料金の見直しについてとい

うことで、2017年９月定例会、2021年３月定例会

。 、と同様の質問をしてきました 今日の基本料金は

１か月の水道使用料10立方メートルまでは消費税

抜きで1,660円、10立方メートルを超える場合は

１立方メートル当たり259円を加算するという料

金体系です。2017年の５立方メートル以下の使用

戸数は5,635戸、全体の給水戸数に対する割合は

22.5％、そして６立方メートルから10立方メート

ル以下の戸数は19.1％というのが実態でした。基

本料金の設定を２段、３段構えに設けて、水道を

少量しか使用していない方に配慮すべきとの私の

質問に対し、下水道料金の改定が終わる平成31年

度以降、2019年度以降に水道事業の経営状況を踏

まえた水道料金の検証を行い、必要に応じて見直

しをすることにしているという答弁でした。そし

て、むつ市水道料金等審議会の答弁の際にも、５

立方メートル以下の基本料金に特別措置を講じる

ようにという要望も付されていたことが分かりま

した。2021年３月定例会にも取り上げ、次期水道

料金の改定に合わせ、検証するという方針に変わ

りはありませんと答えています。見直しはいつ行

うのでしょうか。

第３の質問は、湯野川温泉濃々園の整備につい

てです。雨漏り等をしているので対処してほしい

等、住民の声を受けて2019年に、その後の方向性

を問う質問として2020年にも取り上げてきまし

た。今日整備に向けて動き出していることに、多

くの方々が安堵し、喜んでいます。ホームページ

で、むつ市湯野川温泉濃々園リボーン化基本構想

を開きますと、令和観光のモデルを踏まえた計画

とあり、横文字での表現が多数出てきて、私はな

かなかイメージが描けないでいます。また、今後

の進め方として、地域の皆さんと意見交換の場を

設けると基本構想にあります。

そこで、次の３点についてお聞きします。１つ

目は、これまでの経過と今後について。

２つ目は、令和観光のモデルを踏まえた計画と

はどのようなものなのか。

３つ目として、地域の皆さんと意見交換の場を

設けるとしていますが、どのように行うのか、考

えをお知らせください。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 工藤議員のご質問にお答えい
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たします。

学校給食及び水道事業についてのご質問につき

ましては、教育委員会及び公営企業管理者からの

答弁となります。

次に、湯野川温泉濃々園の整備についてのご質

問の１点目、これまでの経過と今後についてお答

えいたします。老朽化が著しい湯野川温泉濃々園

につきましては、令和２年５月に建物全体の維持

保全に関する調査を行った結果、主要構造部の劣

化が進んでいることが判明し、建て替えを含めた

総合的な対策が必要と判断したことから、同年７

月に営業を停止し、休館いたしております。

令和３年度に入り、コロナ禍を踏まえた新しい

観光の在り方について検討することを目的に、一

般社団法人しもきたＴＡＢＩあしすとが川内地区

で実施したワーケーショントライアルにおいて、

専門家と地域住民の意見交換により、地域課題の

共有や地域資源を再確認したことで、川内地区の

地域活性化に資する機運が醸成されました。

、 、これを受け 令和４年度には川内地区において

市の職員も参加した任意団体、Ｒｅｂｏｒｎかわ

うち実行委員会が立ち上がり、湯野川温泉も含め

た地域資源の活用等について意見を交換する場が

できました。そこでは、地元住民の皆様が求める

公衆浴場機能に加え、デジタル化やアウトドア志

向の高まり、地域の誇りを兼ね備えた拠点施設が

求められるとして意見が集約され、むつ市湯野川

温泉濃々園リボーン化基本構想を取りまとめたと

ころです。

今年度は、基本構想に基づき、実施設計及び解

体設計の業務委託について契約手続を進めている

ところであり、来年度以降は解体工事や新築工事

に向けて取り組んでまいります。

次に、質問の２点目及び３点目までにつきまし

、 。ては 担当部長からの答弁とさせていただきます

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 工藤議員の学校給食につい

てのご質問の１点目 （仮称）むつ市防災食育セ、

ンター建設事業の進捗状況についてお答えいたし

ます。

同センターは、令和７年４月からの供用開始を

予定しており、令和４年度までに実施設計を完了

し、今年度から来年度にかけ、本体工事を施工い

たします。現在の進捗状況といたしましては、去

る５月８日、入札に係る公告を行ったところであ

り、今後議会でのご審議をお願いいたしたく存じ

ますので、議員各位のご理解とご協力を賜ります

ようお願いを申し上げます。

次に、ご質問の２点目、学校給食の地産地消と

配送計画につきましては、教育部長からの答弁と

させていただきます。

３点目、学校給食の無償化を早期に実施すべき

についてお答えいたします。学校給食の実施に当

たっては、学校給食法の中で 「必要な施設及び、

設備に要する経費並びに学校給食の運営に要する

人件費及び施設設備の修繕費を設置者の負担とす

る 、そして 「その他学校給食に要する経費は、」 、

学校給食を受ける児童・生徒の保護者の負担とす

る」と定められており、当市におきましては法に

基づいた経費負担により学校給食の運営を行って

いるところであります。

この保護者にご負担いただいている経費、学校

、 、給食費につきましては 食材に要する経費であり

子供たちが給食により摂取する食料そのものの実

費となっております。

ご指摘いただきました新型コロナ関連の補助金

につきましては、継続的なものではなく、学校給

食の無償化を行うためには安定的な財源確保が必

要となりますことから、今後検討を重ねてまいり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 公営企業管理者。
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（村田 尚公営企業管理者登壇）

〇公営企業管理者（村田 尚） 水道事業について

のご質問、一人暮らし等に配慮した基本料金の見

直しについてお答えいたします。

現在の水道料金は、平成21年10月にむつ市水道

料金等審議会の答申を受けて、それまでの４地区

の料金を平成28年に統一したものであり、この水

道料金等審議会の答申の際に 「高齢社会と言わ、

れる昨今、むつ市も一人暮らし老人家庭が増加傾

向にある。これらの家庭の使用水量は極めて少量

であることから、５立方メートル以下の基本料金

に特別措置を講ずるよう検討していただきたい」

との要望が付されておりますことから、水道事業

の経営状況を踏まえた水道料金の検証を行い、必

要に応じ見直しすることとしております。

現在の水道事業の経営状況についてであります

が、これまで人員削減や施設の適正化、運転維持

管理及び営業業務を民間に委託するなど、経費の

削減に努めてまいりましたが、人口減少に伴う給

水収益の減少に加えまして、資機材や電気料金の

高騰などの経営環境の変化も相まって、一層厳し

いものとなっております。

また、水道料金の設定につきましては、市民の

皆様へ安全、安心な水道水を将来にわたって持続

的にお届けするため、水道施設を適切に維持管理

し、給水するための経費と、将来発生する施設の

更新費用などを勘案して設定する必要があります

が、現在の料金設定であっても、これらの費用を

賄っていくことが年々厳しさを増しているという

のが現状であります。

このような状況も考慮し、一人暮らし等の使用

水量の少ない方々に配慮した基本料金の見直しに

つきましては、次回の水道料金の改定時に合わせ

て検討してまいりたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） 学校給食についてのご

質問の２点目、学校給食の地産地消と配送計画に

ついてお答えいたします。

青森県が実施した令和４年度学校給食における

地元食材の使用状況調査では、本市の給食食材の

使用割合は地元産が10.0％、約40.8トン、県内産

が50.0％ 約203.9トン 国内産が21.0％ 約85.6ト、 、 、

ン、輸入品等が19.0％、約77.3トンであり、その

うち地元産の米の使用割合は99.7％となっており

ます。

地元食材を給食で使用することは、生産地と消

費地が近いことから、新鮮で、旬の素材本来の味

。 、 、を味わうことができます さらに 地元を理解し

地元の恵み、自然に感謝する心を育むよい機会に

なるものと認識しておりますことから、市といた

しましては市内食材納入業者に地元産の食材の納

入依頼を行っております。

また、新センター建設後につきましても、地産

地消の重要性についての認識が変わることはござ

いません。これまで同様に地元産の食材の積極的

な利用を図るとともに、栄養職員の創意工夫、生

産者や経済団体等のご協力もいただき、学校給食

を通して地元食材や郷土料理への興味関心を持っ

ていただけるような食育を推進することで、地産

地消につなげてまいりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、新センター建設後の配送計画についてで

すが、学校給食衛生管理基準に基づき、調理後２

時間以内の喫食を遵守できる体制を構築するため

に、必要な配送車両を用意いたします。また、外

気温の影響を受けにくい極めて保温、保冷能力の

高い容器を使用する予定としております。これに

より、出来たてのように適温で、おいしく、安全

な給食を提供してまいりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。
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〇経済部長（立花一雄） 湯野川温泉濃々園の整備

についてのご質問の２点目、令和観光のモデルを

踏まえた計画づくりとあるが、どのような方向を

目指すのかについてお答えいたします。

まず、令和の観光のモデルについてであります

が、川内地区で実施したワーケーショントライア

、 、 、ルにおいて 観光の専門家から コロナ禍を経て

旅のスタイルは身体的、精神的、社会的に良好、

満たされた状態にあることを意味するウェルビー

イングを高めるものへと変化しているとの分析が

示されたところでありまして、この考え方を踏ま

えて、濃々園を含めた地域全体の観光の在り方に

ついて意見交換を図っており、この中で濃々園の

必要性や求められる役割等をむつ市湯野川温泉濃

々園リボーン化基本構想ということで計画したと

いうところでございます。

次に、ご質問の３点目、地域団体及び地域の皆

さんと意見交換の場を設けるとしているが、どの

ように進めるのかについてお答えいたします。む

つ市湯野川温泉濃々園リボーン化基本構想の取り

まとめに当たっては、川内地区の地域資源の活用

や地域のにぎわいの再生を目指し、令和４年に発

足したＲｅｂｏｒｎかわうち実行委員会の皆様の

ほか、観光協会などの地域の団体及び町内会長様

からご意見をいただいております。

市といたしましては、今後も随時事業の進捗を

ご報告するとともに、今月の27日に湯野川公民館

において開催を予定しております市長と地域の皆

様との意見交換の場として、新たに始めたスマイ

ル・トークリレー「ＦＬＡＴ」においても、地域

の皆様からご意見をお伺いしてまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） それでは、順番に、もう少し

詳しいことも含めてお聞きしたいと思っていま

す。

（仮称）むつ市防災食育センター建設事業の進

捗状況は、それなりに計画どおり進んでいるとい

うことが分かりました。

そして、２番目の学校給食の地産地消と配送計

画についてということでも、防災食育センターが

スタートしたときも地産地消をしっかり守ってい

くという、そのような思いも受け止めて、安心い

たしました。

そして、配送計画ですけれども、令和７年は２

時間というところは可能かなと思うのですけれど

も、令和11年の将来的に統合した場合、冷めない

給食を届けることができるのかどうかということ

を、答えられるのでしたら答えていただきたいな

と思います。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

まず、２時間という基準に関しましては、これ

は厳然たる基準でありますので、しっかり遵守さ

れるものと理解をしております。

そして、温度につきましては、先ほど答弁にも

ありましたように、保温容器等は今非常に進歩し

ておりますので、温かいものは温かく、冷たいも

のは冷たく、子供たちに栄養の面からも、そして

おいしさの面からも満足する給食が届けられるも

のと私どもでは考えております。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 今のことは分かりました。

心配しているのは、令和３年９月に出された報

告書の中に、独自で行っている材料の発注の集約

化が進み、材料費等経費が軽減できるというふう

な表現があるのです。経費が節減できるというの

はいいのですけれども、それこそ供給側の人たち

に影響を与えることがあってはいけないなという

心配があるのですけれども、ここのところ、答え

られるのでしたら答えていただきたいのですが。

地域のお店屋さん等から仕入れていると思うので
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。 、す それを大量に集中して仕入れることによって

地域のお店屋さんの経営が大変になるのでないか

なということの心配も私は頭によぎりましたの

で、そういうことも答弁お願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） 現在食材の納入先は、

各学校や各センターで決定してございます。地産

地消という観点から、また地域事業者保護という

観点から、新センターにおいても地元事業者の積

極的な活用に努めていく予定でございます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

（ ） 、〇２番 工藤祥子 子供の数も減っていきますし

心配すれば本当に切りがないのですけれども、何

とかそのことについて配慮しながら進めていただ

きたいということをまず要望して、終わりたいと

思います。

そして、学校給食無償化を早期に実現すべきと

いうことで、確かに学校給食法の中には児童の保

護者の負担、食材による経費は含まないかのよう

な文章もあります。でも、今学校給食無償化の中

で、国会でも議論されていまして、教育無償化の

中に食材の無償化も入っていますという文科省の

答弁を受けています。食材の負担も保護者負担で

はなく、教育無償化の流れの中でというのが今の

全国の受け止め方で広がっていますので、そうい

うところを理解していただきたいと思います。

それから、もう一つ、私は市長の選挙の公開討

論会に出席しました。そして、市長の決意も聞い

てきましたけれども、改めてそのことを伺いたい

ということで質問いたしました。公開討論会の場

でも早期実現をと話していましたし、具体的には

これからということは理解できます。語れる範囲

で答弁をお願いしたいということで、改めてお願

いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（ ） 、〇市長 山本知也 給食費無償化につきましては

工藤議員からご案内のあったとおり、国のこども

家庭庁設置による異次元の少子化対策、また宮下

新知事による青森モデルなどの子育て無償化政策

の動向も踏まえながら、今後既存事務事業の見直

しを含め、市全体での事業の優先度及び財源の確

保について、検討会を立ち上げて判断してまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） それから、宮下新知事ですけ

れども、新聞報道によれば、子育て支援への新部

局を創設すると言っています。そして、補助金に

ついては、市町村がそれぞれ取り組む子育て経費

無料化事業の財源に充ててもらう考え方、つまり

市町村で積極的に子育て支援に取り組めば、県と

しても補助金を出すと、私はそういうふうに受け

止めました。青森県の中でも無償化プラス補助、

一部補助という形でも６割、７割に広がっている

のです。そういう形で、県の動きを見るだけでは

なく、積極的に踏み出していただきたいというこ

とを改めてこの場で言いたいと思っています。

平成29年、2017年の時点で、学校給食無償化は

76自治体だけだったのです。それが令和４年に文

科省のほうから通知が出て、新型コロナウイルス

感染症対応地方交付金、簡単に言えば臨時交付金

ですけれども、これで学校給食等の保護者負担を

軽減してほしい、そして自由度を高く活用できる

ものであるというようなことも文科省の通知の中

に書いています。そして、この中で254自治体に

広がったと思っています。この254自治体という

のは、確かに交付金がなくなればやめるというと

ころも出てきているという話も聞いていますけれ

ども、期間限定、または学校や学年、第３子以降

など対象者を限定したもの、また一部補助、こう

いうところを含まない数が254自治体なのだそう

です。だから、一部補助も含めるともっともっと
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広がっているということをまず私たちはつかむこ

とが大事だと思うのです。だから、2017年の76自

治体から2022年の254自治体に増加しているとい

うことは、この臨時交付金を使って、保護者の要

求を受け止めて、自治体が積極的に足を踏み出し

たということ、このことは容易に想像できると思

います。

そして、うれしいことには、令和５年度もこの

臨時交付金を継続するという通知が来ていると思

うのです。これを使って何とか積極的に、県の状

況、知事の考え方も分かりますので、積極的に早

く足を踏み出していただきたいなということを私

は思っています。

（ 交付金来ればやるって」の声あり）「

〇２番（工藤祥子） それでは、学校給食というこ

とでは、このような動きを積極的に受け入れて、

何とか山本市長に早期の実現をということで改め

て訴えたいのですけれども、どうでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（山本知也） 冒頭から宮下市長の子育て支

援の新部局はじめ、子育て支援について補助があ

ると、それ以外にも市で積極的に取り組んでほし

いということでありますので、先ほど申し上げま

したけれども、市としても市全体での事業の優先

度及び財源の確保についての検討会を立ち上げて

まいります。給食費だけではなくて、子育て世帯

への支援が私自身は必要だと考えておりますの

で、保育園のゼロ歳児から２歳児までの保育料で

すとか、そういうことも勘案しながら、子供たち

が、そして子育てしている保護者の皆様が何が一

番必要なのかというのを伺いながら、優先順位を

もってやっていくことが大事だと考えております

し、そのことについては検討会を立ち上げてやら

せていただければと思います。

また、地方創生臨時交付金につきましては、５

月の臨時会におきまして、低所得者世帯の支援、

そして子育て世帯への支援を商品券という形で出

しておりますけれども、そういった形で子供たち

と低所得者世帯の皆様に恩恵があるように事業を

構築していると思いますので、給食費に特化せず

に、本当に様々なものに使ってほしいという意味

で地域商品券を発行させていただいておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 私もこの間、若いお母さん方

とちょっとお話ししましたけれども、子供の医療

費無償化もむつは遅かったよね、10市の中で一番

最後だったよねと、そういう言葉も聞こえてきま

、 、したので 何とかお母さん方の思いも受け止めて

こういう要望も本当に強いのだということを受け

止めて、早期に実現ということで検討していただ

きたい。ということで、まず学校給食のことは終

わりにしたいと思います。

２番目の水道事業ですけれども、２回取り上げ

ても同じような答弁で、やりますということで、

期待をしていても、予算委員会になかなか具体的

に出てこない。そういう中で、今の答弁はちょっ

とがっかりしているというか。確かに将来的に見

れば人口減少もありますし、厳しさというのは分

かりますけれども、一人暮らしの人たちは本当に

年金が下がって、物価が上がって、大変だという

思いの話をたくさん聞きますので、どうにかなら

ないのかなという気がしますけれども、これはも

う一度改定時に検討するということで、もう一回

テーマになるということですよね。

〇議長（大瀧次男） 公営企業管理者。

（ ） 。〇公営企業管理者 村田 尚 お答えいたします

私どもは審議会からの要望を決して軽んじてい

るわけではございませんで、十分それは認識して

いるところでございます。料金に関しましては、

ご利用いただいている皆様方全てに影響があると

いうような体系になっておりますので、やはりそ
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の経営状況も見極めながら改定する必要があるの

だろうと。まだ改定する必要がないときに改定し

てしまうとか、そういうことがないように、でき

るだけ現状のままで影響がないようにというよう

なところを第一に考えてやっているわけでござい

ます。

ただ、先ほども答弁いたしましたように、資機

材の高騰ですとか、電気料の高騰というような、

経営に直接打撃のある影響もありますので、でき

るだけかかる経費は削減しながら、現状維持に努

めてまいりたいというふうに考えております。た

だ、改定に当たっては、審議会でのご要望があっ

たこともきちんと踏まえて改定することとしてお

りますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 議論が前後しますけれども、

少量しか使っていない方が、2017年でも５立方メ

ートル以下の方が22％もいるということは、基本

料金の設定に矛盾があるのではないかということ

が私の出発点だったわけです。それで、審議の一

つの基準にしてほしいということなので、今厳し

いという状況がありましたけれども、５立方メー

トル以下の方が何人で何％か、６から10立方メー

トル以下の方が何人で何％か、ここをまずもう一

回お聞きして、そしてもう一度審議会にこの数字

を出して、基本料金の設定がこれでいいのかとい

うことも一つの話合いの題材にしてほしいという

ことで、これだけはお聞きします。これは、ヒア

リングでもお願いしていました。

〇議長（大瀧次男） 上下水道局長。

〇上下水道局長民生部理事（中村 久） むつ市の

給水戸数になりますが、令和５年５月調定分で２

万4,352戸ございます。そのうち、１か月の使用

水量が５立方メートル以下の戸数は6,208戸、全

体に対する割合は25.49％になります。６立方メ

ートルから７立方メートルにつきましては、戸数

が2,116戸、割合にいたしますと8.69％。続きま

して、８立方メートルから10立方メートルまでは

2,949戸、割合といたしましては12.11％となって

ございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 後戻りはしませんけれども、

５立方メートル以下しか使っていない方が22.5％

から25％以上に増えているということは、少しし

か使っていない方も高い使用料金、基本料金を払

っているというのは、どう考えてもちょっと私は

矛盾があるのではないかというふうなことで、こ

のことも皆さんに明らかにする中で審議会で話し

ていただきたいということをまず要望して、次に

進みます。

次は、湯野川温泉濃々園の整備のことです。湯

野川の濃々園が動いてきているということで、本

当に皆さん喜んでいます。

１つ聞き忘れたのですけれども、地域の企業や

団体の管理という方向性も示されていますけれど

も、どのような方向性、管理の仕方を求めている

のでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

今後の管理運営という部分のご質問だと思いま

、 、 、すが こちらにつきましても先ほど 今月の27日

湯野川の公民館で意見交換の場ということで、ス

マイル・トークリレー「ＦＬＡＴ」を開催すると

いうことを申し上げておりますが、その中で地域

の皆様からもご意見をいただいて、今後の方向性

を検討してまいるということで、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） ホームページを見ますと、今

まで濃々園は、濃々園のお風呂が好きだというこ

とで入ってくる公衆浴場の機能、これは分かりま
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。 、 、す プラス令和の観光モデルとして 新たな魅力

ニーズという形で出していますけれども、先ほど

も説明がありましたけれども、なかなかイメージ

が湧かないし、こういう方向で観光地をつくって

いるという先進地域なんかありましたら紹介して

いただきたいのですけれども。難しい言葉を使っ

て、英語の……

〇議長（大瀧次男） 答弁求めるの。

〇２番（工藤祥子） はい。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 先進地域ということでの

お尋ねでございます。ワーケーションという部分

もキーワードになってございまして、こちらをキ

ーワードとして取り組んでいるというのが、和歌

山県はじめ、かなりの自治体の数に上ろうかと思

います。

以上です。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） ワーケーションというのは、

、 、 、 、ワーク 仕事をするのと バケーション 休暇と

２つの言葉が合わさった造語だというようなこと

は私もホームページを見て分かりましたけれど

も、こういう時代になって、これを打ち出すこと

によって、濃々園がまたよみがえるのかどうかと

いうところは、私もまだ確信がないし、地域の方

々もまだそこまでは理解できていないのではない

かなという心配はしています。でも、各地域の様

々な状況を学びながら、そして地域の人たちも変

わらなければいけないし、どういうふうに濃々園

をよみがえらせるのか、再生させるのかというこ

とでは、私も勉強していかなければならないし、

もっともっと地域の声を取り上げなければならな

いなと思います。

私の年代で考えるのは、湯野川温泉の魅力とい

うのは、古くから、1,600年前に川内泉龍寺の開

祖が発見したという、古い湯治場であるというこ

とと、江戸時代の菅江真澄が紀行文に書いている

、 、ということ それから川内町の津田永佐久という

元会津藩士であった方なのですが、20年間初代の

村長を務めて、その方が「遊浴日記」ということ

で、漢詩とか、短歌とか、戯画というのですか、

スケッチみたいなものも含めた「遊浴日記」とい

。 。うのを出しているのです そういう歴史的な価値

それから、文化的な価値ということでは、今でも

「 」 、飢餓海峡 の映画の舞台の一つだということで

濃々園というところを開きますと出てきます。そ

れから、自然の魅力ということでは、かつて北限

の蛍の里ということで、今は川の工事でなくなっ

てしまいましたけれども、自然の魅力、歴史の魅

力、文化の魅力というところがたくさんある地域

なのです。

この地域にプラス、この新しい令和観光のモデ

ルをつくっていくという試みに期待はしたいと思

いますけれども、なかなかすっきりと私の中にイ

メージとして湧いてこないし、地域の人たちも後

押しをして頑張るぞという気持ちにはまだまだ、

高揚していないと思います。でも、そういう中で

Ｒｅｂｏｒｎかわうち実行委員会が立ち上がった

ということは、本当に川内町ではすばらしいこと

、 。 、だなと思って 期待をしています そういう中で

何とかこの湯野川温泉濃々園を皆さんと一緒にま

たもり立てていきたいなという気持ちがありま

す。

もう一つ、濃々園の近所の方に話を聞いたので

すけれども、今年になっても旅行客の方が10人ぐ

らい来て、尋ねられるのだそうです。この間なん

かは九州からも……

〇議長（大瀧次男） 工藤祥子議員、質疑をしてく

ださい。

〇２番（工藤祥子） 今要望を出します。

（不規則発言あり）

〇２番（工藤祥子） それこそ濃々園の周りが今草
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ぼうぼうなのです。そして、濃々園どうなったの

だということで、心配していたのだそうです。で

すから、濃々園に今こういう工事をやります、今

後何年後に濃々園を再開しますという、そういう

看板を立ててほしい、草を刈ってほしい、そうい

うふうな要望を私受け止めましたので、このこと

を訴えて終わりにしたいと思います。

〇議長（大瀧次男） これで、工藤祥子議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明６月17日及び18日は休日のため休会と

し、６月19日は杉浦弘樹議員、浅利竹二郎議員、

鎌田ちよ子議員、佐賀英生議員の一般質問を行い

ます。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時０１分 散会
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